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12
月
３
日
か
ら
９
日
は
障
害
者

週
間
で
す
。
障
害
者
の
福
祉
に
つ

い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
障
害
者
が
社
会
、
経
済
、

文
化
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に

積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
が
設

定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
障
害
者
雇

用
の
現
状
や
障
害
の
あ
る
人
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
取
り
組
み

な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　

◎
問
合
せ　

本
所
福
祉
課
☎
25
‐

２
１
１
１
内
線
１
３
６
、
FAX
25
‐

９
５
０
０

現
場
実
習
で
お
互
い
を
分
か
り
合
う

　

鶴
岡
高
等
養
護
学
校
（
以
下
、

鶴
高
養
）
は
、
生
徒
が
卒
業
し
た

後
に
、
地
域
で
働
き
続
け
、
自
立

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

生
徒
の
就
職
に
向
け
て
、
力
を
入

れ
て
い
る
の
が
企
業
で
の
現
場
実

習
で
す
。
現
場
実
習
を
通
し
て
、

生
徒
の
障
害
の
特
性
等
を
理
解
す

る
こ
と
が
雇
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。

 

「
生
徒
た
ち
は
１
年
生
か
ら
３
年

生
ま
で
、
現
場
実
習
を
何
度
も
繰

り
返
し
、
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、

希
望
す
る
企
業
へ
の
就
職
を
目
指

し
ま
す
。」
そ
う
話
す
の
は
塚
本

先
生
で
す
。

 

「
３
年
生
の
実
習
で
は
、
実
際
に

雇
用
で
き
る
か
を
見
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
企

業
の
方
に
は
、
実
習
を
通
し
て
、

生
徒
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上

で
雇
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。」

と
佐
藤
先
生
は
言
い
ま
す
。

　

鶴
高
養
で
は
、
就
職
に
向
け
て
、

生
徒
の
希
望
と
生
徒
の
特
性
を
考

慮
し
、
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
公
力
さ
ん
の
下
で
働
い

て
い
る
卒
業
生
に
つ
い
て
も
、
本

人
の
希
望
も
あ
り
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
で
の
実
習
を
経
て
、
雇
用
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

周
囲
の
支
え
と
つ
な
が
り
が
長
期
雇
用
へ

 

「
就
職
し
て
終
わ
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
長
く
働
き
続
け
る
こ
と
が

大
事
。
中
に
は
、
周
囲
と
う
ま
く

関
係
を
築
け
ず
、
困
っ
て
い
て
も

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い
か
分
か

ら
な
い
卒
業
生
も
い
ま
す
。
学
校

は
、
両
者
の
橋
渡
し
を
行
う
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
卒

業
生
を
支
え
て
い
き
ま
す
。」
と
、

塚
本
先
生
は
、
卒
業
生
や
社
会
等

の
状
況
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、

支
援
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

鶴高養支援の会　会長　
佐藤　公力　さん

　市内でクリーニング店を経営。現在、鶴岡高等養護学校
の卒業生3人と就労支援施設から３人を受け入れている。
■鶴高養支援の会
　生徒の社会自立を図るために、鶴岡高等養護学校が行
う現場実習の実施に協力することを目的として活動。

鶴岡高等養護学校
就労コーディネーター　　   進路指導主事　
塚本　任　先生（中央）　　佐藤　浩美　先生（右側）
■鶴岡高等養護学校
　知的障害がある生徒に、一人ひとりの能力や特性に応
じた教育を行い、地域で自立した生活ができる人間の育
成を図っている。
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＼鶴高養卒業生にお話を聞きました／
◆最初は仕事を覚えるのが大変でしたが、今ではたくさんの仕事を覚え
ました。複数人で行う作業は息を合わせるのが大変で、難しいと感じる
こともありますが、今後も頑張って続けていきたいと思っています。
◆シーツを伸ばす作業など様々なことをします。今ではこうするともっ
ときれいになるなと自分で工夫して、仕事を進めることができるように
なりました。毎日がとても充実しています。

　
佐
藤
先
生
は
「
就
職
先
が
決
ま

っ
た
ら
、
関
係
機
関
が
集
ま
り
、

４
月
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
働
け
る
よ

う
、
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
検
討

す
る
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
関

係
機
関
の
方
々
に
生
徒
の
こ
と
を

分
か
っ
て
い
た
だ
く
機
会
で
す
し
、

周
囲
の
支
え
が
生
徒
の
頑
張
り
に

な
り
ま
す
。」
と
話
し
ま
す
。

　

公
力
さ
ん
は
、
雇
用
す
る
立
場

か
ら
指
摘
し
ま
す
。「
障
害
の
あ
る

人
は
、
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
に
よ

り
、
様
々
な
配
慮
が
必
要
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
に

企
業
が
関
係
機
関
等
と
連
携
し
て

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
、
長
期
雇

用
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。」

　

就
職
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ

ー
ト
で
す
。
就
職
先
で
長
く
働
い

て
ほ
し
い
と
先
生
と
公
力
さ
ん
は

願
っ
て
い
ま
す
。

障
害
を
個
性
と
し
て
認
め
る

　

公
力
さ
ん
の
職
場
で
は
、
障
害

の
有
無
に
関
係
な
く
、
皆
が
協
力

し
合
い
、
生
き
生
き
と
働
い
て
い

ま
す
。

 

「
社
内
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
良

い
個
性
を
生
か
し
て
い
こ
う
と
心

掛
け
て
い
ま
す
。
た
と
え
何
度
間

違
っ
て
も
、
根
気
強
く
教
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
相
手

を
理
解
し
、
障
害
を
個
性
と
し
て

認
め
ら
れ
れ
ば
、
不
安
感
は
な
く

な
り
、
受
け
入
れ
側
の
幅
が
広
が

る
と
思
い
ま
す
。」

　

塚
本
先
生
は
言
い
ま
す
。「
同

じ
指
示
を
出
さ
れ
て
も
、
受
け
取

り
方
が
違
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

言
わ
れ
た
こ
と
を
１
回
で
理
解
で

き
る
生
徒
は
少
な
い
の
で
、
一
人

ひ
と
り
の
個
性
に
合
わ
せ
た
ア
ド

バ
イ
ス
や
作
業
指
示
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。」　

　

ま
た
、
公
力
さ
ん
は
「
障
害
の

あ
る
人
と
一
緒
に
働
く
こ
と
で
、

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
、

そ
う
い
う
場
面
に
出
く
わ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
作
業
面
で

は
、
ど
う
し
た
ら
簡
素
化
で
き
る

か
、
間
違
い
な
く
で
き
る
か
等
を

考
え
、
こ
ん
な
良
い
方
法
が
あ
っ

た
の
か
と
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ

た
こ
と
に
気
付
い
た
り
、
見
え
な

か
っ
た
も
の
が
見
え
る
よ
う
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。」
と
、
企
業
側

に
も
良
い
面
が
あ
る
と
実
感
し
て

い
ま
す
。「
そ
れ
を
多
く
の
企
業

で
認
識
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
障
害

の
あ
る
人
の
こ
と
を
皆
で
考
え
る

よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。」

理
解
を
深
め
る
た
め
に
は

 

「
ど
う
す
れ
ば
障
害
の
あ
る
人
に

つ
い
て
皆
が
理
解
で
き
る
の
か
。

そ
れ
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す

が
、
根
本
的
に
は
、
偏
見
を
な
く

し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

偏
見
は
、
一
人
ひ
と
り
の
考
え
方

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も
の
。
障
害

の
あ
る
人
に
対
す
る
正
し
い
認
識

を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
、
障
害
の
あ
る

人
に
接
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

が
大
事
で
す
。」
と
、
公
力
さ
ん

は
考
え
ま
す
。

　

塚
本
先
生
は
、「
送
り
出
す
側
と

し
て
、
企
業
に
は
本
人
の
良
い
と

こ
ろ
だ
け
で
な
く
、
で
き
な
い
と

こ
ろ
も
正
し
く
伝
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
良
い
も
悪
い
も
丸
々

個
性
で
す
。
そ
の
個
性
を
し
っ
か

り
企
業
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。」
と
、
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
佐
藤
先
生
は
「
学
校

や
生
徒
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。
実
習
の
お
願
い
に

訪
れ
た
と
き
に
は
、
ぜ
ひ
機
会
を

頂
き
、
生
徒
た
ち
と
接
し
て
み
て

ほ
し
い
で
す
。」
と
、
企
業
や
関

係
機
関
等
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
方
々
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
と

語
り
ま
す
。

　

障
害
が
あ
っ
て
も
、
理
解
あ
る

環
境
や
周
り
の
人
た
ち
の
少
し
の

支
え
が
あ
る
こ
と
で
暮
ら
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
お
互
い
に
相
手
を
思

い
や
る
気
持
ち
を
持
っ
て
接
し
、

そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い
、
誰

も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。　
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　２枚重ねた軍手を手にはめて、小さな袋か
ら小銭を取り出すことに挑戦。手先がうまく
動かないもどかしさなどを実感できます。
※ コロナ感染状況により、行わない場合があ
ります。

不器用体験

過焦点体験（シングルフォーカス）
　視線を一点だけに集中すると、周囲のこと
が目に入らないという体験をペットボトルを
使って行い、自分の好きなものにしか目がい
かないという障害のある方の特性を知ります。
※ コロナ感染防止のため、現在は、別の方法
でも行っています。

100人いれば100通り。
まずは、障害を知ることが大切

■花笠ほーぷ隊
　平成28年７月に、知的
障害がある子供の母親４人
で設立。現在、26人の隊員
で知的・発達障害の疑似体
験講座を開催しています。

花笠ほーぷ隊　副代表
長谷川　薫　さん

「障害を知ること
で温かいまちに」

　障害のある方の言動を分かってもらいたくて、疑似体
験講座を始めました。障害のある方は、どのような言葉
で伝えれば良いのか、どのような行動をとれば良いのか
が分からず、戸惑いやもどかしさを感じています。
　また、相手の言っていることが分からず、じれったい
気持ちも感じています。これは障害者に限ったことでは
なく、全ての人に共通することです。このようなとき、
伝える側が相手のことを分かっていると、その人に合わ
せた伝え方ができますよね。相手を理解することがとて
も大切なんです。
　相手を思い、理解しようとする気持ちがあると、偏見
や差別がなくなり、温かい地域になるのではないかなと
思います。この疑似体験をあらゆる立場の人から、そし
て地域の人に経験してもらいたいですね。
　障害のある方は、障害の特性がそれぞれ異なりますし、
皆さんと同じように性格も様々です。ある一つのことに
たけているなど、必ず良いところがあるので、そういっ
た面も見てほしいと思います。
　今後は教育現場で、人権教育の一環として講座を開催
することが目標です。子供から家族、さらには地域へと
理解が広がり、皆が考え助け合う地域づくりへとつなが
ればいいなと思っています。
　これから、差別がなく、自然に、気軽に声を掛け合え
るまちにしていくためには、特別に何かしてあげなけれ
ばいけないということはありません。そこにいるという
ことを温かい目で見守ってほしいのです。

マスコットキャラクター
ほーぷちゃん

★申込み・問合せ
preturuhopu@gmail.com

　障害がある方の、分から
ない、できない、書けない、
伝わらない等々。
　その「もどかしさ」を体
験してみませんか。

　障害のある人もない人も、社会の中で共に生き生きと暮らしていくためには、誰もが障害を理解することが大切で
す。ボランティア団体の「花笠ほーぷ隊」は、知的障害者の理解を広める活動を行っています。

【ワークショップメニューの一例】

知的・発達障害
疑似体験出前講座
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　東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、本市は、ドイツ連邦共和国とモルドバ共和国のホストタウ
ンとして登録され、パラリンピック競技種目であるボッチャの選手団やパラ柔道選手の受入れを予定しています。ま
た、ホストタウンの中でも、障害のある選手たちとの交流を通して、誰もがお互いを認め支え合う社会（共生社会）
の実現に向けた取り組みを推進する「共生社会ホストタウン」として令和元年10月に登録されています。
　本市では、心と体の多様な特性や考え方を持つ全ての人々が、お互いにコミュニケーションを取り支え合う「心の
バリアフリー」を目指した研修会等を開催。また、ボッチャのドイツ代表選手へ、市内の小・中学生が激励の気持ち
を伝える手紙を送る事業の実施等、ボッチャを通し、障害がある人たちとも交流ができるよう普及活動を行っています。

※ボッチャとは…ボールを投げるなどして、ジャックボール（目標球）に、いかに多くのボールを近づけるかを競う競技。

　

本
市
は
、
障
害
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
を
目
指
し
て
、
令
和
２
年

４
月
１
日
に
「
鶴
岡
市
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
解
消
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
と
は

　

こ
の
条
例
で
は
、
次
の
２
つ
を

「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
」
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

■
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

　

　

障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
正

当
な
理
由
な
く
、
障
害
を
理
由
と

し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否

し
た
り
、
ア
パ
ー
ト
を
貸
さ
な
か

っ
た
り
す
る
な
ど
、
不
利
益
な
取

扱
い
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

■
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と

　
障
害
の
あ
る
人
が
困
ら
な
い
よ

う
に
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
解

決
す
る
た
め
の
調
整
を
行
う
こ
と

を
「
合
理
的
配
慮
」
と
言
い
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
か
ら
手
助
け
や

配
慮
を
求
め
る
意
思
が
伝
え
ら
れ

た
と
き
、
負
担
が
重
す
ぎ
な
い
範

囲
で
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
を
行

う
努
力
が
必
要
で
す
。

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止

　

こ
の
条
例
で
は
、「
不
当
な
差

別
的
取
扱
い
」
と
「
合
理
的
配
慮

の
提
供
」
に
つ
い
て
市
と
事
業
者

に
分
け
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
て

い
ま
す
。

▽
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

　
市
…

禁
止　

事
業
者
…
禁
止

▽
合
理
的
配
慮
の
提
供

　
市
…
法

的
義
務　

事
業
者
…
努
力
義
務

相
談
体
制
と
助
言
・
あ
っ
せ
ん
の
仕
組
み

　

差
別
を
受
け
た
場
合
な
ど
に
は
、

誰
で
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
相
談
に
よ
り
解
決
し
な
い
場

合
は
、
助
言
・
あ
っ
せ
ん
案
の
提

示
な
ど
の
方
法
に
よ
り
解
決
を
図

り
ま
す
。

◎
相
談
先　

本
所
福
祉
課
ま
た
は

障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
25‐

２
７
９
４
、

FAX
25‐

２
４
７
６
へ

私
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
な

い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

全
て
の
人
が
、
差
別
を
な
く
し
て

い
く
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
、

行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
、
障
害
の
あ
る
人
と
の
交

流
等
を
通
じ
て
、
障
害
や
障
害
の

あ
る
人
へ
の
理
解
を
深
め
る
よ
う

努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　11月、鶴岡中央高校の生徒43人が心のバリアフリーについて
クイズ形式で学び、自分たちでバリアフリーマップを作成しまし
た。実際に車椅子に乗り、障害のある方と一緒に街に出て、狭い
場所や段差がある場所などを確認。ふだん自分たちでは気付かな
いバリアを知り、マップ作りに生かしました。

　昨年12月に第1回鶴岡市長杯ボッチャ競技大会を開催。障害
者団体等20チーム約200人が参加し、競技を楽しみながら交流
を深めました。
　今後、障害の有無や年齢に関係なく幅広い交流ができるよう
ボッチャを広めていきます。

　ボッチャ用具の貸出しをしています。ぜひ、気軽に体験し
てみてください！
★申込み・問合せ　スポーツ課☎25‐8131

■心のバリアフリーを育もう～鶴岡中央高校バリアフリーマップの作成～

■障害の有無にかかわらず楽しめるボッチャの普及と推進

共生社会ホストタウンとして
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

この冬の除雪計画
■問本所除雪対策本部☎内線690または各地域庁舎除雪対策本部へ

　道路には、市道、県道、国道の３種類があ
ります。このうち市では、市道部分を除雪し
ています。
　この冬は、市道延長1,528.7㎞のうち、
1,137.5㎞を除雪します。これは、前年に比
べて4.6㎞の増で、全体の約74.4％です。歩
道は、歩道延長182.8㎞のうち、約57.4％の
105.0㎞を除雪します。
　除雪は国道・県道に接続する主要幹線市道
から順に、早朝から始め、できるだけ早い時
間に完了するよう努めます。

■除雪の基準
　道路に10㎝以上の積雪がある場合、または午前７時ま
で10㎝以上の積雪が予想される場合を基本としますが、
道路・降雪状況によっても出動します。

■道路除雪以外の対策も行います
　地吹雪対策として防雪柵を約23.2㎞にわたって設置し
ます。また、凍結が予想される幹線道路の登り坂や橋及び
主要交差点等190か所で、延長25.2㎞に凍結防止剤を散布
します。

年末年始の業務

コミュニティセンター・公民館等については、地域によって一部異なります。詳しくは、各施設にお問
い合わせください。

年末年始の急な病気、歯痛は
休日夜間診療所・休日歯科診療所

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線361

ルールを守り、ごみの出し忘れにご注意を
年末年始のごみ収集

■問廃棄物対策課☎22‐2848
または各地域庁舎市民福祉課へ

市役所（本所・各地域庁舎）・上下水道部の一般業務は、一部の業務を除き、

12月29日○火～来年１月３日○日は休業します

■所在地
　総合保健福祉センター（にこ♥ふる）
■診療日
　12月31日○木～来年１月3日○日
■受付時間
　□休日夜間診療所☎23‐5678
　　午前９時～11時30分　内科、小児科（小児科医）
　　午後１時30分～４時30分　内科、小児科、外科
　　午後６時～８時30分　内科、小児科
　□休日歯科診療所☎23‐0372
　　午前９時～正午、午後１時～３時
※ 12月30日○水、１月４日○月の夜間診療は通常のとおり
行います（午後７時～９時30分）

荘内病院の外来診療
■問荘内病院医事課☎26‐5111内線6119

12月29日○火～来年１月３日○日は外来診療を休診します。

新型コロナウイルス感染症感染予防のため、受診前に必
ず電話でご連絡ください。

■ごみの収集
　□可燃ごみ（茶袋）

 12月29日○火まで
　□可燃ごみ以外（青・緑・桃・黄袋）

 　　　　　12月28日○月まで
　
※ ごみ収集カレンダーで収集日をよく確認し
て出してください。

■ごみの持込み　　12月28日○月まで
　□可燃ごみ
　　クリーンセンター【市内宝田】
　　午前８時35分～11時50分
　　午後１時～４時45分
　□不燃ごみ・粗大ごみ
　　リサイクルプラザ【市内水沢】
　　午前９時～11時50分
　　午後１時～４時30分
　※ ごみの収集・持込みは１月４日
○月から再開します。
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除雪対策本部からのお願い　快適雪国生活10か条
　もうすぐ雪の季節が到来します。こんなときこそ、
お互いの「心の温かさ」が必要ですね。
　次の10か条を守り、みんなで助け合って、冬を
快適に乗り越えましょう。

■特に
　除雪の妨げになる路上駐車は絶対にしないでくだ
さい。また、除雪機械通過後の雪は側溝や水路に捨
て、消雪道路であっても雪を道路に出さないように
お願いします。雪捨てのために側溝の蓋を開けた場
合は、危険ですので、作業後は必ず蓋を閉めてくだ
さい。命綱をつける等身の安全を確保した上で、屋
根の雪は早目に下ろしましょう。

①除雪の妨げになる路上駐
　車は絶対にやめましょう

② 危険！作業中は除雪機械
に近寄らないようにしま
しょう

③雪捨てで側溝の蓋を外し
　たら、作業後は必ず元ど
　おりに閉めましょう

■ご協力をお願いします
　除雪は雪を道路の両側に積み上げる作業となるこ
とから、玄関や車庫の前に雪を置くことになります。
このため、「出入口を塞がれた」等の苦情が寄せら
れることがありますが、市では通勤・通学や緊急車
両の走行のために除雪を行っています。
　できるだけ効率的に作業するよう努めますので、
除雪された雪の後片付けは各家庭で行っていただく
よう、皆さんのご理解とご協力をお願いします。
■もしも地吹雪で動けなくなったときは
　車を置いて避難するときは、除雪や救助の妨げに
ならないように、連絡先を書いたメモ等を車内に置
き、車の は付けたままにしておきましょう。
■雪捨て場はこちらです
▼鶴岡地域
　三川橋上流右岸

▼藤島地域
　藤浪橋上流左岸

⑤作業中の除雪機械には道を譲ってください
⑥ 道路にはみ出した枝や植木、看板等は撤去してく
ださい
⑦ 消火栓、ごみステーションの前の除雪は町内会で
協力して行ってください
⑧ 除雪機械通過後の雪の片付けはお互いに協力して
行ってください
⑨道路・消雪道路への雪の排出はやめてください
⑩ 屋根の雪や、通学路・ 道路に面したつららは早め
に取ってください

除雪機械の主な出動理由を紹介します
新雪除雪： 新しく降り積もった雪を除雪します
剥ぎ取り： 路面がガタガタ・ザクザクにならな

いよう、路面に残った雪を剥ぎ取り
ます

車道拡幅： 雪により狭くなった道路を広げ、道
幅を確保します

吹溜
だまり

処理： 道路に吹きだまった雪を取り除き通
行を可能にします

雪山取り： 交差点等にできた雪の山を崩し、見
通しを確保します

④ 高齢者世帯や母子世帯等、
除雪に困っている方には
近所で協力しましょう

雪
捨

て
場

旧羽黒第一小学校

▼羽黒地域
　羽黒町手向

雪
捨
て
場

櫛引橋西片屋 松根

赤
川

▼櫛引地域
　櫛引橋下流左岸

※ 藤島・羽黒・櫛引地域の雪捨て場は家庭用ですので、
業者の方は捨てないでください。

■問合せ
　市道の除雪については、その市道を管轄している本所または各地域庁舎
除雪対策本部へ。
□本　　所　☎25‐2111内線690　   □藤島庁舎　☎64‐5804
□羽黒庁舎　☎26‐8779　　　　　□櫛引庁舎　☎57‐2110
□朝日庁舎　☎53‐2122　　　　　□温海庁舎　☎43‐2111内線433

※ 国道は鶴岡国道維持出張所☎
22‐4739または月山国道維
持出張所☎57‐5011へ。
※ 県道は庄内総合支庁道路計画
課☎66‐2111へ。

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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　季節性インフルエンザの流行及び新型コロナウイルス感染症の感染に備えて、発熱等の症状がある方は受
診する前に、必ず電話で相談してから受診してください。

電話 電話

☆ 症状が重い、緊急性が高い場合などは、これまでどおり救急外来への相談、救急車の要請等をお願いします。

■問本所地域包括ケア推進室☎内線707

　

■問健康課☎内線373または各地域庁舎市民福祉課へ

　インフルエンザは空気が乾燥する冬に流行し、突
然の高熱、頭痛、悪寒、関節痛などの全身症状のほか、
普通の風邪と同様に鼻水や喉の痛みなどの症状が出
ることもあります。小さな子供は自分で症状を訴え
ることが上手にできないので、周囲の大人が気付き
にくく症状が悪化してしまうことがあります。また、
高齢者は症状が出にくく、呼吸器や心臓などに慢性
的な持病がある人は重症化しやすいため注意が必要
です。

インフルエンザを予防しましょう

■インフルエンザ予防のポイント
▷ こまめに手洗いをしましょう（外出後や食事前、
せき等で口や鼻を押さえた後などは石けんをしっ
かり泡立てて十分に手を洗いましょう）

▷ マスクを着用しましょう（周囲に唾が飛び散らな
いように、せきエチケットを守りましょう）
▷ 室内の乾燥に気を付け、湿度（50％～60％）を保
ちましょう
▷ 十分な休養、バランスのとれた食事を心掛けまし
ょう
▷ 流行期は人混みへの外出をなるべく避けましょう
▷ 予防接種は流行前の接種が効果的です
■体調不良を感じたら早目の受診が肝心です
 「かかったかな？」と思ったら無理をせず、早目に
医療機関を受診し、休養をとりましょう。上記記事
をご覧になり、受診する前に、必ず医療機関等に電
話で相談してから受診してください。

山形県受診相談センター☎0120‐880006
（24時間・フリーダイヤル）

かかりつけ医で受診、
または、対応可能な医療機関を紹介されます。

かかりつけ医

対応可能な医療機関を紹介されます。

発熱などの症状があるときに医療機関を受診する場合のお願い

かかりつけ医がいる場合 かかりつけ医がいない場合

発熱やせきの症状

（35）

　

11
月
5
日
、
み
ど
り
町
公
民
館
に
伺
っ
た
。

10
月
30
日
に
発
生
し
た
住
宅
火
災
に
つ
い
て
、

今
後
の
対
応
を
説
明
す
る
た
め
だ
。
市
で
は

突
然
住
む
場
所
を
失
っ
た
方
々
の
た
め
に
市

営
住
宅
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
進
め
た
。
残
さ

れ
た
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
、
焼
け
残
っ
た

外
壁
が
落
下
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
通
行
止

め
に
し
た
市
道
の
規
制
を
い
つ
解
除
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
建
物
の
所
有
者
と

撤
去
を
担
当
す
る
事
業
者
か
ら
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
直
接
説
明

し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
外
壁
が
落
下
す

る
可
能
性
の
あ
る
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
た

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
す
る
か
も
課
題

だ
っ
た
。
市
で
は
近
隣
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

活
用
を
提
案
し
た
。
そ
の
時
、「
自
分
の
家

の
前
に
設
置
し
て
も
ら
っ
て
か
ま
わ
な
い
」

と
の
声
が
複
数
上
が
っ
た
。
市
道
の
規
制
エ

リ
ア
を
わ
ず
か
に
ず
ら
せ
ば
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
、
話

し
合
い
の
結
果
、
11
月
10
日
以
降
の
収
集
か

ら
申
出
を
頂
い
た
方
式
が
採
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

11
月
８
日
、主
要
地
方
道
鶴
岡
羽
黒
線「
羽

黒
山
バ
イ
パ
ス
」
が
開
通
し
た
。
羽
黒
山
神

路
大
橋
を
渡
り
出
羽
三
山
神
社
に
至
る
本
バ

イ
パ
ス
は
、
長
年
冬
期
間
の
通
行
に
課
題
を

抱
え
て
き
た
地
元
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
日

常
生
活
を
豊
か
に
す
る
待
ち
に
待
っ
た
道
路

だ
。
地
元
手
向
、
羽
黒
の
住
民
は
も
と
よ
り
、

鶴
岡
市
民
、
山
形
県
民
、
そ
し
て
出
羽
三
山

を
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
全
国
・
世
界
中

の
人
々
に
と
っ
て
、
誇
る
べ
き
日
本
遺
産
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
す
ば
ら
し
い
イ
ン
フ
ラ

と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■問本所地域包括ケア推進室☎内線707

■問本所防災安全課☎内線179

新型コロナウイルス感染症の感染リスクが高まる「５つの場面」

　政府の「新型コロナウイルス感染症対策分科会」は「感染リスクが高まる『５つの場面』」を提言しました。
次の５つの場面に気を付けて感染の拡大を防止しましょう。また、会食などをするときは感染リスクを下
げる工夫をして楽しみましょう。

出典：「分科会から政府への提言　感染リスクが高まる『５つの場面』と『感染リスクを下げながら会食を楽しむ工夫』」

コロナに関する差別・偏見をなくしていくために

メッセージリレー №５

　

平
成
2
年
度
の
事
業
開
始
か
ら
30
年
、
聖

な
る
山
々
の
紅
葉
の
中
で
行
わ
れ
た
式
典
は
、

厳
か
な
中
に
、
地
元
の
方
々
と
共
に
創
り
上

げ
ら
れ
た
温
か
な
も
の
と
な
っ
た
。
明
年
の

出
羽
三
山
丑
歳
御
縁
年
に
向
け
て
、
羽
黒
山

神
路
大
橋
の
橋
名
応
募
受
賞
者
が
参
列
し
、

地
元
小
中
学
生
に
よ
る
御
神
楽
舞
の
披
露
、

手
向
地
区
の
ご
家
族
３
代
の
ご
夫
婦
の
皆
様

に
よ
る
渡
り
初
め
な
ど
、
過
去
を
振
り
返
り
、

現
在
を
生
き
、
そ
し
て
未
来
に
つ
な
が
る
式

と
な
っ
た
。
秀
逸
だ
っ
た
の
は
、
羽
黒
高
校

ア
ナ
ウ
ン
ス
研
究
会
の
阿
部
光
莉
さ
ん
と
今

井
祐
花
さ
ん
の
司
会
。
二
人
の
流
れ
る
よ
う

な
心
地
良
い
声
が
会
場
に
響
い
た
。
前
週
の

11
月
2
日
に
は
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車

道
国
道
７
号
大
岩
川
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
て

い
る
。
道
路
の
更
な
る
整
備
は
市
の
発
展
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も
よ
り

良
い
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完
成
に
向

け
て
、
引
き
続
き
国
・
県
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

市
行
政
の
特
徴
は
総
合
行
政
に
あ
る
。
国

の
行
政
機
関
は
担
当
す
る
分
野
ご
と
に
、
農

林
水
産
省
や
文
部
科
学
省
と
い
っ
た
よ
う
に
、

専
門
性
を
発
揮
す
る
こ
と
に
優
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
市
の
行
政
は
、
住
宅
、
福
祉
、

廃
棄
物
、
道
路
な
ど
な
ど
、
住
民
生
活
の
基

礎
的
な
サ
ー
ビ
ス
か
ら
国
や
県
と
連
携
し
た

専
門
性
の
高
い
も
の
ま
で
幅
が
広
く
、
正
に

総
合
的
な
行
政
の
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

掛
け
替
え
の
な
い
一
瞬
一
瞬
、
毎
日
を
懸
命

に
生
き
る
現
場
の
声
を
受
け
止
め
、
で
き
る

こ
と
に
取
り
組
む
姿
勢
が
重
要
だ
。
市
民
の

幸
せ
の
た
め
に
、
住
民
に
と
っ
て
最
も
身
近

な
行
政
機
関
と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
。

本
紙
11
月
号
に
掲
載
し
た
「
市
長
の
一
筆

入
魂
（
８
ペ
ー
ジ
）」
に
「
玉
泉
寺
」
と

あ
る
の
は
「
玉
川
寺
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　私たちはこの１年で不安や活動の自粛と
戦ってきました。それは感染者や濃厚接触
者、医療従事者の方々も同じです。今、私
たちに何ができるのか。それは差別や偏見
をすることではないです。一人ひとりが他
人を思いやることで新型コロナに立ち向か
えると思います。１日でも早く終息するよ
うに支え合い協力しましょう。

東京2020オリンピック
アーチェリー競技日本代表候補
中村 美樹　さん

【場面１】 飲酒を伴う懇親会等
▷ 飲酒の影響で注意力が低下しま
す。また、聴覚が鈍くなり、大
きな声になりやすくなります
▷ また、回し飲みや箸などの共用
が感染のリスクを高めます

【場面４】狭い空間での共同生活
▷ 狭い空間での共同生活は、長時間にわた
り閉鎖空間が共有されるため、感染リス
クが高まります

【場面５】居場所の切り替わり
▷ 仕事での休憩時間に入ったときなど、居
場所が切り替わると、気の緩みや環境の
変化により、感染リスクが高まることが
あります

【場面２】 大人数や長時間に及ぶ飲食
▷ 長時間に及ぶ飲食、接待を伴う飲食、　
深夜のはしご酒では、短時間の食事
に比べて、感染リスクが高まります
▷ 大人数の飲食では、大声になり飛
沫（ひまつ）が飛びやすくなるため、
感染リスクが高まります

【場面３】マスクなしでの会話
▷ マスクなしに近距離で会話をす
ることで、飛沫感染やマイクロ
飛沫感染での感染リスクが高ま
ります
▷ 車やバスで移動する際の車中で
も注意が必要です
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■問本所課税課☎内線201

合計所得金額が2,500万円を超える場合は、調整控除の適用外となります。　　　

調整控除の改正

給与所得控除・公的年金等控除から基礎控除への振替により扶養親族等の合計所得金額要件を見直します。

非課税基準・扶養控除等の合計所得金額要件等の改正

控除・措置名 要件等
配偶者控除、扶養控除 前年の合計所得金額48万円以下
配偶者特別控除 前年の合計所得金額48万円超133万円以下
勤労学生控除 前年の合計所得金額75万円以下
家内労働者等の所得計算の特例 必要経費に算入する金額の最低保証額55万円
障害者、未成年者、寡婦及びひと
り親控除に関する非課税措置 前年の合計所得金額135万円以下

非課税限度額　
均等割

合計所得金額≦ 基本額29万円×（同一生計配偶者+扶養人数+１）
+17万円＋10万円

※扶養者がいない場合は基本額29万円＋10万円

所得割
総所得金額等≦ 基本額35万円×（同一生計配偶者+扶養人数+１）

+32万円＋10万円
※扶養者がいない場合は基本額35万円＋10万円

本人合計所得金額 500万円以下
配偶関係 死別・生死不明 離別 未婚

扶養親族
あり

子（生計が一） 30万円 30万円 30万円
子以外 26万円 26万円 ―

　なし 26万円 ― ―
寡婦控除

ひとり親控除

　新型コロナウイルス感染症に関する政府の自粛要請
を受けて中止された芸術文化・スポーツイベントにつ
いて、チケット代の払戻しを受けない（放棄する）こ
とを選択した場合に、その金額（年間合計20万円まで）

を寄附金とみなし、税額控除を受けることができます。
控除額： （「対象チケット代金合計額」または「総所得金

額等×30％」のいずれか少ない金額－2,000
円）×10％

指定行事の中止等により生じた入場料払戻請求権を放棄した場合の寄附金控除の特例

健
康
・
福
祉

健
康
診
査
受
診
意
向
調
査
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

来
年
度
に
市
民
の

皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う

に
健
康
診
査
を
受
診

す
る
か
を
把
握
す
る

た
め
の
調
査
書
で
す
。

40
歳
以
上
の
男
性
ま

た
は
20
歳
以
上
の
女
性
の
方
が
い
る
世
帯
に

送
付
（
世
帯
主
宛
）
し
て
い
ま
す
。
健
診
内

容
や
記
入
の
仕
方
等
に
つ
い
て
、
同
封
の
説

明
書
を
確
認
し
、
12
月
24
日
○木
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
昨
年
度
の
登
録
内
容
に
変
更

が
な
い
場
合
は
提
出
不
要
）。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

所
得
税
等
の
申
告
用
に 

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
発
行
し
ま
す

■対
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
（
要
支
援
認

定
は
除
く
）
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ

の
方
を
扶
養
し
て
い
る
方
（
認
定
書
は
後
日

郵
送
）　

■持
介
護
保
険
証　

■申
本
所
長
寿
介

護
課
☎
内
線
１
８
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

高
齢
者
世
帯
等
に
屋
根
の
雪
下
ろ

し
費
用
（
一
部
）
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市
民
税
非
課
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令和３年度の市・県民税は、令和２年分の所得及び控除を基に計算されます 
令和３年度から適用される主な市・県民税の税制改正

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

給与所得控除・公的年金等控除から基礎控除への振替

給与所得控除・公的年金等控除について一律10万円引き下げるとともに、基礎控除を10万円引き上げます。

給与所得控除の改正
▷給与所得控除を10万円引下げ
▷ 控除額の上限が適用される給与等の収入額を1,000
万円から850万円に、上限額を220万円から195万
円に引下げ
公的年金等控除の改正
▷公的年金等控除を10万円引下げ
▷ 公的年金等の収入金額が1,000万円以上の控除額に

195万5,000円の上限を設定
▷ 公的年金等以外の所得金額が1,000万円を超える場
合は控除額を引下げ
基礎控除の改正
▷基礎控除を10万円引上げ
▷ 合計所得金額が2,400万円を超える場合はその金額
に応じて控除額が段階的に減少、2,500万円を超え
る場合は適用外

所得金額調整控除の創設

▷ 給与収入金額が850万円を超え、①～③のいずれか
に該当する場合
　①自身が特別障害者に該当する
　②23歳未満の扶養親族を有する
　③ 特別障害者である同一生計配偶者または扶養親族
を有する

　控除額：（給与収入※－850万円）×10％　

　　　　　※ 給与収入が1,000万円超の場合は1,000
万円

▷ 給与所得及び公的年金等雑所得があり、その合計額
が10万円を超える場合
　控除額：（給与所得+公的年金等雑所得）－10万円
　　　　　※ 給与所得及び公的年金等雑所得が10万

円を超える場合は10万円

下記に該当する場合は、給与所得から所得金額調整控除を控除します。

　婚姻歴の有無や性別に関わらず、生計を一にする子
（前年の総所得金額等が48万円以下でほかの者の同一
生計配偶者や扶養親族になっていない者）を有し、合
計所得金額500万円以下のひとり親は、ひとり親控除
（控除額30万円）を適用します。
　夫と死別・離別、または生死不明の上記以外の寡婦

については、引き続き控除額26万円を適用し、子以
外の扶養親族を有する寡婦についても所得制限（合計
所得金額500万円以下）を設定します。
※ 住民票の続柄に「夫（未届）」「妻（未届）」と記載
がある方は対象外

ひとり親控除の創設、寡婦（夫）控除の見直し

税
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）
で
、
自

力
で
の
雪
下
ろ
し
が
困
難
な
方　

①
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯　

②
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
世
帯　

③
18
歳
未
満
の
児

童
の
み
を
有
す
る
母
子
世
帯　

④
世
帯
主
が

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神

保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
世
帯　

■

助
成
額　

１
回
に
つ
き
最
高
１
万
６
、
０
０

０
円　

■申
雪
下
ろ
し
作
業
の
前
に
各
地
区
民

生
委
員
・
児
童
委
員
へ（
雪
下
ろ
し
業
者
へ

の
作
業
依
頼
は
各
自
）　

■問
本
所
長
寿
介
護

課
☎
内
線
１
９
３
、

本
所
福
祉
課
☎
内

線
１
３
７
、
本
所

子
育
て
推
進
課
☎

内
線
１
５
０
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

身
体
障
が
い
者
友
愛
訪
問
事
業

　

在
宅
身
体
障
害
者
の
方
を
身
体
障
害
者
相

談
員
が
訪
問
し
、
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と

や
要
望
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
12
月
15
日
○火
ま
で　

■申
本
所
福
祉
課
☎
内

線
１
３
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ

年
金
・
税

保
険
料
の
未
納
・
免
除
期
間
等
が
あ
る
方
へ

国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

　

60
歳
ま
で
に
保
険
料
の
未
納
・
免
除
期
間
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が
あ
る
方
は
、
60
歳
以
降
で
も
任
意
加
入
し

て
不
足
分
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き

な
い
方
は
65
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
、

65
歳
ま
で
任
意
加
入
し
て
も
受
給
資
格
期
間

（
１
２
０
月
）
を
満
た
さ
な
い
方
は
70
歳
に

達
す
る
月
の
前
月
ま
で
、
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
厚
生
年
金
・
共

済
組
合
加
入
者
及
び
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上

げ
受
給
者
は
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐

５
０
４
０
、
本
所
国
保
年
金

課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

12
月
は
県
内
一
斉
の
納
税
推
進
強
調
月
間
で
す 

市
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

　

市
税
は
定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
自
主
的

に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
市
税
の
納

付
に
は
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
便

利
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
納
期
限
を

過
ぎ
る
と
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
た
人
と

の
公
平
を
図
る
た
め
、
本
来
納
め
る
べ
き
税

額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
発
生
し
た
り
、
差
押

え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
２
１
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
用
に
納
付
額
通
知

書
を
お
送
り
し
ま
す

　

今
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
納
付
さ
れ

た
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
「
納
付
額
通
知
書
」

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

令和２年度鶴岡市卓越技能者表彰　受賞者を紹介します
■問本所商工課☎内線563

市では、優れた技能で産業界の発展に貢献している方を「卓越技能者」として表彰しています。

〈和服仕立織〉　伊藤 由美 氏（58歳・砂川）
　市内和裁所で勤務しながら、技術の研
さんと知識の習得に励み、職業和裁技術
検定２級や和裁技能士検定２級、和裁教
員免許証を取得し、全国和裁技術コンク
ールに参加するなど、技能の向上に努め
ています。
　独立後は、和裁所での経験を生かしな

がらさらに自らの技術を磨き、県外からの仕立依頼も多く、
現在は新しい着物の製作に加え、古い着物をリメイクする作
業も手掛けています。

　日本和裁士会山形県支部の理事などを
務め、日本の伝統の反物から仕立てる着
物の良さを伝えるため、市内外で開催さ
れる催しにも積極的に参加し、幅広い年
代に対し、普及啓発を含めて和装の魅力
を発信してます。
　同支部の活動を通じて、会員への技術
指導と知識の伝達に励み、後進の育成に
も熱心に取り組んでいます。

〈建築大工〉　鈴木 二三男 氏（67歳・倉沢） 
　中学卒業と同時に大工へ弟子入りし、
日々の仕事の中で経験を積み上げ、大工
及び宮大工としての技術の研さんと知識
の習得に励み、二級建築士、一級建築施
工管理技士、職業訓練指導員免許証など
を取得しました。
　豪雪地帯に住むことから、雪による住

民の肉体的・精神的負担を軽減するため、独自に克雪対応の
住宅を設計・建築するほか、市内外の神社の新築及び増改築
にも従事しました。

　田川建設労働組合朝日支部長や出羽商
工会の青年部長、理事などを務め、各団
体の活動を通じて、職人同士の相互交流
や技術の発展、業界の活性化に貢献して
います。
　また、建設会社の代表取締役として従
業員の技術指導に力を注ぎ、これまでに
２人が独立するなど、後進への技術の伝
承や知識の伝達にも精力的に取り組んで
います。
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で
き
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
事
前

に
不
妊
、
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。
不
幸

な
命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
管
理
す
る
こ
と

も
愛
情
で
す
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
１

け
が
を
し
た
野
生
の
鳥
獣
な

ど
を
見
付
け
た
ら

　

野
生
の
鳥
獣
は
、
様
々
な
病
原
菌
を
持
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決
し
て
触

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
負
傷
・
衰
弱
し
た
野

生
鳥
獣
は
、
弱
っ
て
い
て
も
自
然
に
回
復
す

る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

重
症
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
本
所
農
山
漁

村
振
興
課
☎
内
線
５
１
７
、
各
地
域
庁
舎
産

業
建
設
課
ま
た
は
庄
内
総
合
支
庁
環
境
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
審
な
漂
流
物
や
人
物
を
見
掛

け
た
ら
近
づ
か
ず
通
報
を
！

　

木
造
船
等
の
不
審
な
漂
流
・
漂
着
物
や
不

審
な
人
物
を
見
付
け
た
ら
、
近
づ
か
ず
、
す

ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
陸
上
は
１
１
０
番
（
警
察
）

▽
海
上
は
１
１
８
番
（
海
上
保
安
庁
）

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

使
用
済
小
型
家
電
の 

無
料
回
収
を
実
施
し
ま
す

■日
12
月
14
日
○月
〜
来
年
１
月
15
日
○金
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
（
29
日
〜
31
日
を
除
く

平
日
）　

■
回
収
品
目　

パ
ソ
コ
ン
と
周
辺

機
器
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
モ
ニ
タ
ー
、
プ
リ
ン

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

令和２年度高山樗牛賞　受賞者を紹介します
■問社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4867

　高山樗牛賞は、庄内が生んだ明治の文豪・高山樗
牛の偉業を顕彰し、地方文化の向上に資するため、
昭和33年に設けられました。庄内全域を対象とし
て、文芸・評論・作文等の制作実績において地方啓
発に著しく功績があった方に贈られます。

　また、高山樗牛奨励賞は、次代を担う児童生徒を
対象に、文芸・評論・作文等において優秀な作品を
発表した方に対し授与するものです。
　今年度、高山樗牛奨励賞の該当者はいませんでし
た。

〈高山樗牛賞〉　阿蘇  豊 氏（70歳・酒田市光ケ丘）
　昭和25年遊佐町生まれ。日本現代詩
人会、山形県詩人会会員。日本現代詩歌
文学館評議員。高校３年生の頃、現代国
語の教科書に載っていた現代詩と出会
い、強烈な印象を受け詩を作り始めまし
た。それ以降、心を奪われた詩に出会っ
ては自分でも詩を作り、雑誌に発表する
ことが習いとなりました。酒田市を中心
に活動する詩誌『シテ』代表を務め、25

時に皮肉を交えた分かりやすい作品で、
誰でも詩の魅力を享受できます。また、
日本語教師として長く海外に暮らしたこ
ともあり、独自の視点、異国情緒が行間
からにじみ出るような印象を与えます。
詩の朗読や講演など詩をテーマにしたイ
ベント開催に関わり、詩を中心に自身が
得たものを広く地域に還元しています。
　以上のように、氏の積年の文芸活動は、
地方文化の啓発向上に大きく寄与し、そ
の功績は顕著なものがあります。　

号まで発行を続けています。身近な題材をテーマにした詩は、
リズミカルで歯切れがよいのが特長。さりげないユーモアと、

を
来
年
１
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
用
と
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
こ

の
通
知
書
は
、
口
座
振
替
、
窓
口
納
付
を
し

た
方
全
員
に
お
送
り
し
ま
す
。
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
の
方
に
は
、
市
か
ら
の
納
付
額
通

知
書
の
送
付
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
年
金
の

源
泉
徴
収
票
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
末
調
整
用
に
納
付
金
額
を
知
り

た
い
方
は
、
各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■問
国
民
健
康
保
険
税
…
本
所
納
税
課
☎
内
線

２
１
９　

介
護
保
険
料
…
本
所
長
寿
介
護
課

☎
内
線
１
８
３　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

…
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
６

生
活

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
街
に 

不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

　

家
庭
で
の
猫
は
ペ
ッ

ト
と
し
て
家
族
同
様
に

飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
飼
い
方
を
誤

れ
ば
、
近
所
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
に
な
っ
た
り
、

本
来
愛
さ
れ
る
べ
き
猫
を
不
幸
に
し
て
し
ま

っ
た
り
し
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
に
は
、

そ
の
ペ
ッ
ト
の
命
を
預
か
る
責
任
、
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
る
等
の
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

　

猫
は
年
に
２
、
３
回
出
産
し
ま
す
。
生
ま

れ
て
く
る
子
猫
を
全
部
、
終
生
飼
う
こ
と
が

で
き
な
い
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
す
こ
と
が
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■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
に

　

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

寒
さ
が
進
み
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会

が
増
え
て
き
ま
す
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
注
意

事
項
や
薪ま

き

ス
ト
ー
ブ
の
設
置
方
法
を
確
認
し

安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
石
油
ス
ト
ー
ブ
へ
の
給
油
は
完
全
に
火
が

消
え
て
か
ら
行
い
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク

の
キ
ャ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
閉
め
る

▽
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
ス
ト
ー
ブ
を
使

用
し
な
い
（
洗
濯
物
も
火
災
の
原
因
に
な
り

ま
す
）　

▽
燃
料
を
確
認
す
る
（
灯
油
と
ガ
ソ
リ
ン
を

間
違
え
る
と
大
変
危
険
で
す
）

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

付
い
て
い
ま
す
か
？ 

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
防
本
部
管

内
（
本
市
・
三
川
町
）
の
今
年
７
月
１
日
現

在
の
推
計
設
置
率
は
82
％
で
す
。
ま
だ
設
置

し
て
い
な
い
家
庭
は
、
早
急
に
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
電
池
切
れ
や
電
子
部
品
の
劣
化
に

よ
っ
て
、
警
報
器
が
火
災
を
感
知
し
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
設
置
か
ら
10
年
を
目

安
に
本
体
の
交
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

適
切
に
作
動
す
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
点
検

と
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
設
置
場
所
　
全
て
の
寝
室
（
２
階
に
寝
室

タ
ー
、
ス
キ
ャ
ナ
ー

は
不
可
）、
携
帯
電

話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
、
ゲ
ー
ム

機
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ

ヤ
ー
、
地
デ
ジ
・
Ｂ
Ｓ
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ワ
ー

プ
ロ（
こ
の
８
品
目
以
外
は
回
収
し
ま
せ
ん
）　

■場
・
■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
機
器

に
記
録
し
て
あ
る
個
人
情
報
等
は
事
前
に
消

去
し
て
く
だ
さ
い

限
り
あ
る
み
ん
な
の
貴
重
な
資
源 

地
下
水
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

　
駐
車
場
の
消
雪
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
地

下
水
は
限
り
あ
る
み
ん
な
の
貴
重
な
資
源
で

す
。
今
後
も
安
定
的
・
永
続
的
に
利
用
し
て

い
く
た
め
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
大

事
で
す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
内
「
庄
内
南
部
地
域
地
下
水

利
用
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
２
０

12
月
は「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
・
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」 

き
れ
い
な
大
気
が
地
球
温
暖
化
の
ブ
レ
ー
キ
で
す

　
冬
季
は
、
暖
房
器
具

や
自
動
車
を
多
く
使
う

こ
と
や
、
気
象
現
象
の

影
響
等
に
よ
り
大
気
汚

染
物
質
濃
度
が
高
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
電
気
や
石
油
の
消
費
量
が
増
え
れ
ば
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
も
増
加
し
ま
す
。
大
気
汚
染
と
温

暖
化
の
防
止
の
た
め
、
家
庭
や
職
場
等
で
地

球
環
境
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践

し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
化
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８

「
つ
い
う
っ
か
り
」が
大
き
な
環
境
汚
染
に
つ
な
が
り
ま
す 

油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意
を

▼
家
庭
で
は　

▽

灯
油
を
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
か
ら
ポ
リ
容

器
等
に
小
分
け
す

る
際
は
絶
対
に
そ

の
場
を
離
れ
ず
、

最
後
に
元
栓
を
し
っ
か
り
と
閉
め
る　

▽
ホ

ー
ム
タ
ン
ク
の
周
囲
は
除
雪
を
こ
ま
め
に
行

い
、
落
雪
に
よ
る
開
栓
や
機
器
の
破
損
を
予

防
す
る　

▽
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
に
腐
食

や
亀
裂
が
な
い
か
を
点
検
す
る
（
地
中
に
埋

設
し
て
い
る
配
管
は
特
に
注
意
す
る
）　

▽

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
下
に
防
油
堤
を
設
置
す
る
。

ま
た
、
給
油
栓
に
自
動
停
止
給
油
器
を
取
り

付
け
る

▼
事
業
所
で
は　

▽
機
械
類
か
ら
油
漏
れ
が

な
い
か
、
配
管
に
腐
食
や
亀
裂
が
な
い
か
を

点
検
す
る　

▽
油
分
離
槽
は
適
正
に
管
理
し
、

油
汚
泥
は
定
期
的
に
処
理
す
る　

▽
廃
油
の

処
分
は
処
理
業
者
に
委
託
す
る

▼
油
漏
れ
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は　

消
防

署
通
信
指
令
課
☎
22
‐
８
３
２
１
ま
た
は
本

所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８
へ
直
ち
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。
対
応
が
遅
れ
る
ほ
ど
復
旧
が

困
難
に
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
・
雪
の
事
故
に
注
意
！

　
　

冬
の
事
故
を
防
止
し
よ
う

▼
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う

　
冬
は
路
面
の

凍
結
や
吹
雪
に
よ
る
視
界
不
良
等
で
交
通
事

故
が
多
発
す
る
季
節
で
す
。
５
分
早
目
に
行

動
し
、
歩
行
者
へ
の
思
い
や
り
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
12
月
11
日
○金
〜
20
日

○日
は
「
冬
道
の
交
通
事
故
安
全
強
化
旬
間
」

実
施
期
間
で
す
。
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
年
末
は
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で

す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
雪
の
事
故
を
防
止
し
よ
う
　
路
面
凍
結
時

の
転
倒
や
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
、
雪
下
ろ
し

時
の
転
落
等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
（
市
HP
に

雪
下
ろ
し
業
者
一
覧
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）。　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
３
９

そ
の
火
事
を 

防
ぐ
あ
な
た
に 

金
メ
ダ
ル 

年
の
瀬
も
〝
火
の
用
心
〞

　

何
か
と
慌
た

だ
し
い
年
末
は
、

火
の
元
が
お
ろ

そ
か
に
な
り
が

ち
で
す
。
家
族

み
ん
な
で
火
事

を
出
さ
な
い
よ

う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

　

▽
調
理
中
に
こ
ん
ろ
の
そ
ば
を
離
れ
な
い

　

▽
外
出
時
や
就
寝
前
に
は
火
の
元
を
確
か
め

る

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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が
あ
る
場
合
は
階
段
の
上
部
に
も
設
置
が
必

要
）。
台
所
へ
の
設
置
は
任
意　

■問
消
防
本

部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

冬
の
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

冬
は
感
染
性
胃

腸
炎
に
よ
る
患
者

が
増
加
し
、
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
発
生
の
危

険
性
が
高
ま
る
時

期
で
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
の

予
防
に
は
、
石
け
ん
を
使
っ
た
手
洗
い
が
効

果
的
で
す
。
ト
イ
レ
の
後
、
調
理
や
食
事
の

前
に
は
、
必
ず
手
洗
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
品
を
調
理
す
る
際
は
、
十
分
に
加

熱
（
中
心
温
度
85
℃
〜
90
℃
で
90
秒
以
上
）

し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
１

年
末
年
始
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ス
ト
ッ
プ
！
う
そ
電
話
詐
欺

▽
オ
レ
オ
レ
詐
欺
「
そ
の

電
話
、
本
当
に
あ
な
た
の

家
族
か
ら
で
す
か
？
」

▽
還
付
金
詐
欺
「
そ
の
電

話
、
本
物
の
職
員
か
ら
で

す
か
？
」

▽
金
融
商
品
等
取
引
詐
欺
「『
必
ず
儲
か
る
』。

そ
の
話
、
本
当
で
す
か
？
」　

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
、
鶴
岡
警
察

署
☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
３
8

 市ホームページ有料広告募集
■問本所総務課☎内線316

■掲載箇所　市ホームページのトップページ下部等
■規格　　　 縦40ピクセル×横170ピクセル、GIF（アニメ

ーションは不可）またはJPEG、10キロバイト
以内

■掲載期間　 原則、月の初日～末日の１か月単位（最長12
か月）　

■掲載料（１枠当たり）　月額１万円
■申込み　　 鶴岡市広告掲載要綱、鶴岡市ホームページ広告

掲載要領を確認の上、掲載開始希望日の１か月
前までに広告掲載申込書（関係書類を添付）を
同課へ　

■その他　　 市HP。バナーの作成及びその費用は広告主の
負担です

　ホームページをお持ちの企業、事業所の皆さん、市ホーム
ページのトップページに「バナー広告」を掲載して事業をＰ
Ｒしませんか。市ホームページのトップページは、令和元年
11月～２年10月の間で、月平均約11万1,000件（総計133
万件）のアクセスがあります。

▲掲載箇所

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

そ
の
他

心
当
た
り
の
個
人
・
団
体
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
　

鶴
岡
市
民
憲
章
実
行
顕
彰
候
補
者
募
集

　

鶴
岡
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
で
は
、
地
域

で
善
行
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

▼
一
般
実
行
顕
彰
　
■対
長
年
に
わ
た
っ
て
地

域
等
で
市
民
憲
章
の
推
進
に
貢
献
・
尽
力
し

て
い
る
市
民　

■申
来
年
２
月
１
日
○月
ま
で

■
表
彰
　
来
年
５
月
の
総
会
開
催
時
に
表
彰

■申
本
所
総
務
課
内
「
鶴
岡
市
民
憲
章
推
進
協

議
会
」
事
務
局
☎
内
線
３
１
９

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
の
う
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
で
、
次
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
　
■内
エ
ア
コ
ン
ほ

か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備

品
の
整
備
（
東
南
地
区
自

治
会
）　
■問
櫛
引
庁
舎
総

務
企
画
課
☎
内
線
２
１
４

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業

　
■内
会
議
用
テ
ー

ブ
ル
ほ
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
備
品
の
整
備
（
温
海

川
自
治
会
）　
■問
温
海
庁

舎
総
務
企
画
課
☎
内
線
３

２
３

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 鶴岡市民芸術フェスタ2020　～伝統を引き継ぎ新しいステージを創る～

＜荘銀タクト鶴岡＞

和楽器演奏や日本舞踊、チアダンス、演劇、バ
ンド演奏など多彩なジャンルの36団体が出演。
コロナの影響で思うように活動ができない中で、

10.25
出演者には待ちに待った日頃の成果を披露する
場です。熱の籠もった発表が続き、鶴岡の芸術
を幅広くたんのうできるステージとなりました。

11.１
  ～８

宇宙航空研究開発機構（J
ジャクサ

AXA)が所有する宇宙
服やロケットなどの模型が展示された会場は多
くの人で大にぎわい。８日は宇宙飛行士の油井

亀美也氏によるオンライン講演を開催。宇宙で
の体験談などを直接聞ける貴重な機会とあって、
子供たちからたくさんの質問が飛び出しました。

鶴岡 庄内から宇宙へ　地球を飛び出した宇宙飛行士さんのお話＆プチ科学館

＜旧加茂小＞
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事業着手から30年の歳月を経て、「羽黒山神路
大橋」を含む延長3.22㎞の羽黒山バイパスが全
線開通。安全祈願の神事が執り行われた後の開

11.８
通式では、テープカットや手向地区の小・中学
生による「御神楽舞」の披露、3世代の夫婦に
よる渡り初めが行われ、供用開始を祝いました。

羽黒 主要地方道鶴岡羽黒線「羽黒山バイパス」開通　安全祈願祭・開通式

＜羽黒山神路大橋＞

櫛引 こしゃって朝カツ！「セルフケア＆ストレッチ＋玄米おむすび弁当」

腸もみや効果的な呼吸法を取り入れたス
トレッチに挑戦。体操の後はお弁当を食
べ、心身ともにリラックスできました。

10.24

                                        ＜高齢者活動センター＞

温海 森の保全事業「森の里山ポット作り体験」

ドングリ等の木の実を竹のポットに植付
け。所々でクイズなども交え、参加者は
楽しみながら、里山の自然を学びました。

10.25

　　　　　　　　　　　　　＜楯山荘＞

藤島 ふじしま音楽祭

今年は初の試みとなる無観客での開催で
す。参加した７団体は、新しい生活様式
の中練習してきた成果を発表しました。

11.７

　　　　　　　　　　　　＜藤島地区地域活動センター＞

朝日 庄内あさひ新そばまつり2020

秋晴れの日ざしが心地よい古民家の座敷
で、朝日産新そばのゆで立ての喉越しと
豊かな香りを心行くまで楽しみました。

10.31

　　　　　　　　　　　　　　＜そば処大梵字＞
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産
業
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

■日
12
月
14
日
○月
午
後
６
時
30
分　

■場
産
業
技

術
短
期
大
学
校
庄
内
校
（
酒
田
市
）　

■定
30

人　

■内「
震
災
か
ら
10
年
…
私
ど
も
が
向
か

う
と
こ
ろ
は
？
」
鈴
木
康
夫
氏
（
東
北
福
祉

大
学
総
合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
教
授
）　

■申

鶴
岡
高
専
☎
25
‐
９
４
５
３

市
民
サ
ロ
ン
第
３
講 

今
こ
そ
考
え
よ
う-

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
術-

■日
12
月
17
日
○木
午
後
６
時　

■場
庄
内
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー　

■定
30
人　

■内
▽
講
話
Ⅰ
…

「
５
Ｇ
で
何
が
で
き
る
？
」
白
山
雅
一
氏
（
㈱

日
情
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
情
報
シ

ス
テ
ム
部
）　

▽
講
話
Ⅱ
…
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の
職
場
へ
の

手
掛
か
り
」
サ
ラ
ウ
ッ
デ
ィ
ン
・
ム
ハ
マ
ド

・
サ
リ
ム
・
ザ
ビ
ル
氏
（
鶴
岡
高
専
創
造
工

学
科
教
授
）　

■申
同
セ
ン
タ
ー
内「
鶴
岡
高
専

技
術
振
興
会
」
☎
23
‐
２
２
０
０

「
知
の
拠
点
庄
内
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

庄
内
ら
し
い
有
機
農
業
の
か
た
ち
を
考
え
る

■日
12
月
20
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
来
場
…
30
人　

オ
ン
ラ
イ
ン
…
70
人　

■内
▽
講
演
Ⅰ
…
「
日

本
と
世
界
の
有
機
農
業
の
実
態
」
横
地
洋
氏

（
農
林
水
産
省
生
産
局
農
業
環
境
対
策
課
長
）

▽
講
演
Ⅱ
…
「
鶴
岡
市
に
お
け
る
有
機
農
業

の
現
状
と
今
後
の
展
開
」
髙
橋
和
博
（
市
農

林
水
産
部
長
）　

▽
車
座
座
談
会
…
「
有
機

農
業
の
技
、
教
え
て
く
だ
さ
い
」
市
内
で
有

催
し

環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぼ
う 

や
ま
が
た
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
展

■日
来
年
１
月
31
日
○日
ま
で

■問
山
形
県
循
環
型
社
会
推

進
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０

‐
２
３
０
２

そ
ば
処
大
梵
字 

そ
ば
食
べ
放
題

■日
12
月
１
日
○火
〜
20
日
○日
午
前
11
時
〜
午

後
４
時　

■内
そ
ば
食
べ
放
題
（
数
量
限
定
）、

ミ
ニ
天
ぷ
ら
、
小
鉢　

■費
１
、
８
０
０
円

■場
・
■問
そ
ば
処
大
梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つるおか

情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。

↑HPはこちら

利
用
可

▼
共
通　
「
雪
マ
ジ
！
19
」（
■対
満
19
歳
の
方　

■内
写
真
付
身
分
証
の
提
示
で
リ
フ
ト
１
日
券

無
料
）
を
利
用
可
（
湯
殿
山
ス
キ
ー
場
は
平

日
の
み
、
羽
黒
山
・
櫛
引
た
ら
の
き
だ
い
ス

キ
ー
場
は
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
み
）

毎
回
大
好
評
！
お
母
さ
ん
の
自
慢
の
一
品
が
並
び
ま
す

山
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■日
12
月
６
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時　

■費
１
皿
１
０
０
円　

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・

グ
ー
☎
58
‐
１
４
５
５

公
益
大
大
学
院
ス
ク
ー
ル（
学
校
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■日
12
月
12
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
公
益
大

大
学
院　

■定
来
場
…
30
人　

オ
ン
ラ
イ
ン
…

70
人　

■内
▽
基
調
講
演
…「
こ
れ
か
ら
の
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
考
え
る
―
東

北
の
教
育
風
土
か
ら
―
」
鈴
木
庸
裕
氏（
日

本
福
祉
大
学
教
育
・
心
理
学
部
教
授
）
▽
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
…
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
県
内
の
教
員
・
教
育
相
談
専
門
員
に

よ
る
報
告
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

■申
同
大

学
院
事
務
室
☎
29
‐
０
５
５
５

大
人
の
た
め
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ス
タ
ー
リ
ー
☆
ク
リ
ス
マ
ス

■日
12
月
12
日
○土
・
13
日
○日
・
19
日
○土
午
後
３

時　

■対
庄
内
地
域
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方

各
日
先
着
30
人　

■内
お
な
じ
み
の
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
と
共
に
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
星
空

を
眺
め
る　

■費
２
０
０
円　

■場
・
■申
12
月
１

日
○火
か
ら
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

■他
電
話
予
約
優
先

ス
キ
ー
場
情
報

▼
湯
殿
山
ス
キ
ー
場　

■日
12
月
5
日
○土
〜
来

年
3
月
30
日
○火
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
４
時

30
分
（
３
月
の
毎
週
水
曜
日
は
休
業
）　

■問

同
ス
キ
ー
場
☎
54
‐
６
４
５
０　

■他
12
月
５

日
○土
は
安
全
祈
願
祭
、
餅
の
振
る
舞
い
、
中

学
生
以
下
リ
フ
ト
無
料
開
放
（
午
後
４
時
ま

で
）。
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
櫛
引
た
ら
の
き
だ

い
ス
キ
ー
場
で
提
示
す
る
と
、
ナ
イ
タ
ー
券

を
半
額
で
購
入
可　

▼
羽
黒
山
ス
キ
ー
場　

■日
12
月
19
日
○土
〜
来

年
２
月
28
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
12

月
19
日
○土
は
正
午
か
ら
、
20
日
○日
か
ら
の
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
と
年
末
年
始
は
午
前
８

時
30
分
か
ら
、
２
月
６
日
以
降
の
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）　

■問

同
ス
キ
ー
場
☎
62
‐
２
１
５
２
、
休
暇
村
庄

内
羽
黒
☎
62
‐
４
２
７
０
ま
た
は
羽
黒
庁
舎

産
業
建
設
課
☎
26
‐
８
７
７
６
へ　

■他
羽
黒

山
バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
が
便

利
に
な
り
ま
し
た

▼
櫛
引
た
ら
の
き
だ
い
ス
キ
ー
場　

■日
12
月

19
日
○土
〜
来
年
２
月
28
日
○日　

■時
平
日
…
午

後
５
時
〜
９
時
（
12
月
19
日
○土
は
正
午
か

ら)　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

…
午
前
９
時
〜
午
後
９
時　

■問
同
ス
キ
ー
場

☎
57
‐
５
４
７
０
ま
た
は
櫛
引
庁
舎
産
業
建

設
課
☎
57
‐
２
１
１
５
へ　

■他
12
月
19
日
○土

は
安
全
祈
願
祭
、
リ
フ
ト
無
料
開
放
。
シ
ー

ズ
ン
券
は
同
ス
キ
ー
場
が
営
業
で
き
な
い
日

及
び
３
月
１
日
○月
か
ら
湯
殿
山
ス
キ
ー
場
で
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機
農
業
に
取
り
組
む
農
家
６
人　

■
進
行 

平
智
氏
（
山
大
農
学
部
教
授
）　

■申
公
益
大

大
学
院
事
務
室
☎
29
‐
０
５
５
５

医
療
従
事
者
へ
の
応
援
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て 

鶴
岡
冬
ま
つ
り 

大
宝
館
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
12
月
23
日
○水
〜
来
年
２
月
28
日
○日
ま
で
の

午
後
４
時
30
分
〜
10
時
（
12
月
31
日
○木
は
翌

朝
７
時
ま
で
点
灯
）　

■問
本
所
観
光
物
産
課

内「
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
内

線
５
４
５

朝
日
地
域
産
そ
ば
粉
で
そ
ば
３
人
前
を
作
り
ま
す

年
越
し
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

■日
12
月
30
日
○水
・
31
日
○木
午
前
10
時
、
午
後

１
時　

■定
各
回
先
着
８
組　

■費
１
組
１
、
５

０
０
円　

■場
・
■申
12
月
25
日
○金
ま
で
そ
ば
処

大
梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３
へ

鶴
岡
市
新
年
名
刺
交
換
会

■日
来
年
１
月
４
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■場
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■定
先
着
５
０
０
人　

■費
１
、

０
０
０
円　

■申
12
月
９
日
○水
ま
で
本
所
総
務

課
☎
内
線
３
１
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務

企
画
課
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

高
校
生
以
下
は
第
２
・
第
４
土
曜
日
の
滑
走
料
が
無
料　

小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン

■日
12
月
５
日
○土
〜
来
年
２
月
28
日
○日　

■時
平

日
…
午
後
１
時
〜
６
時　

土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
（
元
日
は
休
み
）
…
午
前

10
時
〜
午
後
７
時　

■費
大
人
…
５
３
０
円

高
校
生
等
…
３
２
０
円　

中
学
生
以
下
…
２

１
０
円　

貸
靴
料
…
３
２
０
円
（
団
体
割
引

あ
り
）　

■問
鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
25
‐
８
１

３
１
ま
た
は
同
ス
ケ
ー
ト
場
☎
23
‐
５
６
９

４
へ　

■他
12
月
５
日
○土
・
６
日
○日
は
滑
走
料

無
料
（
貸
靴
料
有
料
、
団
体
割
引
な
し
）、

第
２
・
第
４
土
曜
日
は
高
校
生
以
下
滑
走
料

無
料
（
貸
靴
料
有
料
、
団
体
割
引
な
し
）

認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談 

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
12
月
10
日
○木
、
来
年
１
月
７
日
○木
午
前
10

時　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■費
１
０
０
円　

■申
各
日
２
日
前
ま

で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
３
へ

高
校
生
以
上
が
対
象 

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
利
用
資
格
講
習
会

■日
12
月
18
日
○金
、
来
年
１
月
６
日
○水
・
22
日

○金
、
２
月
３
日
○水
午
後
７
時　

■費
３
１
０
円　

■場
・
■申
藤
島
体
育
館
☎
64
‐
２
１
４
３

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
12
月
14
日
○月
、
来
年
1
月
18
日
○月

午
後
７
時

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

12
月
・
来
年
1
月
の
毎
週
2
回　

■時
午
後
２

時
・
７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

12
月
10
日
○木
、
来
年
1
月
14
日
○木
午
後
７
時　

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

食味や鶴岡らしさ、パッケージ等を基準に審査 

鶴岡の新名物が決定！「わたしのイチオシ！つるおか名物コンテスト」
■問本所食文化創造都市推進課☎内線540

菓子部門

＜金賞＞　鶴岡鶴姫レッドメロンサンド／アイビー㈱鶴岡営業所
　「鶴姫レッドメロンをフリーズドライしてクリー
ムに閉じ込めて風味を最大限再現し、見た目からも
『メロン』を想起させる仕上がりにしました。」

＜銀賞＞　庄内柿美人／㈱山本組
＜銅賞＞　出羽の月／㈱清川屋
＜銅賞＞　鶴岡ゆべし３本入／㈲大福城

ドメロンサンド／

加工食品部門

＜金賞＞　SAI 出羽三山／出羽三山神社 斎館
　「出羽三山で採れた山菜を丁寧に下処理し、山菜
本来の味を生かして作ったご飯のお供です。滋味あ
ふれるお山の恵みをお楽しみください。」

＜銀賞＞　おとうふ蒲鉾まめまる／㈲竜泉・滝川
＜銅賞＞　庄内プロシュートNOBILE／㈱東北ハム
＜銅賞＞　 NEWあつみ豚ハム・ソーセージ／㈱五十嵐ファーム

羽三山／出羽三山神

←詳細はこちらから
（鶴岡食文化創造都市推進協議会HP）

旅行客のお土産や贈答用としての商品の販売促進を図り、意欲的な商品開発を促すことで、食関連産業の更な
る振興を図るために開催。10月25日に行われた市民・有識者による審査会で見事入賞した商品を紹介します。

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。
各担当課や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

左から「山蕗とふきのとうの味噌」「干しわらびの松前」「山うどと紫蘇ぼの味噌」
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年
末
年
始 

卓
球
場
無
料
開
放

■日
12
月
31
日
○木
午
後
６
時
30
分
〜
来
年
１
月

１
日
○金
午
前
０
時
30
分
、
１
日
○金
〜
３
日
○日

午
前
９
時
〜
午
後
10
時　

■持
ラ
ケ
ッ
ト
、
ボ

ー
ル
等　

■場
・
■問
双
葉
卓
球
ク
ラ
ブ

長
靴
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

■日
来
年
1
月
７
日
〜
2
月
25
日
の
火
曜
・
木

曜
日
の
夜　

■場
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場　

■対

18
歳
以
上
の
男
女
８
人
以
上
の
混
合
チ
ー
ム　

■申
同
ス
ケ
ー
ト
場
☎
23
‐
５
６
９
４
ま
た
は

鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

オ
ー
ル
田
川
卓
球
大
会

■日
来
年
１
月
31
日
○日
午
前
９
時　

■場
小
真
木

原
総
合
体
育
館　

■対
・
■
種
目　

男
女
シ
ン

グ
ル
ス
（
小
学
生
以
上
）　

■内
予
選
リ
ー
グ
・

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

■問
鶴
岡
卓
球
協
会

子
育
て
・
子
供
向
け

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
♥
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊

び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日

12
月
６
日
○日
、
来
年
１
月
23
日
○土
午
前
９
時

〜
正
午

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
12
月
14
日

○月
午
前
10
時　

②
来
年
１
月
21
日
○木
午
前
９

時
45
分
・
11
時

■対
未
就
園
児
（
①
令
和
２
年
６
月
〜
８
月
生

ま
れ　

②
２
年
７
月
〜
９
月
生
ま
れ
）
と
そ

の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦
各

回
先
着
25
組　

■内
①
触
れ
合
い
遊
び　

②
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
■師
上
野
和
佳
氏
）　

■持

バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
12
月
９
日
○水
ま
で　

②

来
年
１
月
４
日
○月
〜
18
日
○月

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
12
月
18
日
○金
午

前
９
時
45
分
・
11
時　

②
来
年
１
月
26
日
○火　

午
前
10
時　

■対
未
就
園
児
（
①
令
和
元
年
12

月
〜
２
年
５
月
生
ま
れ　

②
令
和
２
年
１
月

〜
６
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者
各
回
先
着

25
組　

■内
①
赤
ち
ゃ
ん
ヨ
ガ
（
■師
上
野
和
佳

氏
）　

②
小
児
科
医
の
お
話　

■持
バ
ス
タ
オ

ル　

■申
①
12
月
15
日
○火
ま
で　

②
来
年
１
月

12
日
○火
〜
21
日
○木

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
同
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

ま
ん
ま
ル
ー
ム 

12
月
の
講
座 

手
軽
に
で
き
る
お
や
つ
レ
シ
ピ

■日
12
月
７
日
○月
午
前
10
時
30
分　

■定
15
組

■師
市
栄
養
士　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５

６
３
５助

産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■日
12
月
９
日
・
16
日
・
23
日
、
来
年
１
月
６

日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
、
２
月
３
日
の
水

曜
日
午
前
10
時
〜
正
午　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
市
内
在
住
の
授
乳
期
の
母
親　

■持
母
子
健

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
12
月
15
日
○火
午
後
２
時
30
分
、

来
年
1
月
19
日
○火
午
後
７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
１
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

初
心
者
対
象
短
期
ス
ケ
ー
ト

教
室
（
各
コ
ー
ス
全
３
回
）

■日
12
月
コ
ー
ス
…
12
月
19
日
○土
・
20
日
○日
・

26
日
○土　

１
月
コ
ー
ス
…
来
年
１
月
９
日
○土

〜
11
日
○月　

■時
午
前
10
時
（
初
日
は
９
時
30

分
）　

■場
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場　

■対
小
学

生
先
着
10
人　

■費
３
、
５
０
０
円　

■申
同
ス

ケ
ー
ト
場
☎
23
‐
５
６
９
４
ま
た
は
鶴
岡
市

体
育
協
会
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　 

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
会
員
募
集

■日
12
月
26
日
、
来
年
１
月
９
日
・
16
日
・
23

日
、
２
月
６
日
・
13
日
の
土
曜
日
午
後
４
時

（
全
６
回
）　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■対

小
学
３
年
生
以
上
15
人　

■費
３
、
０
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

鶴
岡
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
団
員
募
集

■日
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日　

■時
・
■対
午

後
６
時
30
分
…
５
歳
児
〜
小
学
校
低
学
年

７
時
30
分
…
小
学
校
高
学
年
〜
中
学
生　

■場

小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場　

■費
８
、
０
０
０
円　

■申
鶴
岡
市
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
協
会　

■他
防
具

の
無
料
貸
出
し
あ
り
。
体
験
歓
迎（
要
連
絡
）

康
手
帳
、
タ
オ
ル
２
枚
、
お
く
る
み
（
バ
ス

タ
オ
ル
可
）
等　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
７
４

ま
こ
も
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
を
作
ろ
う　

■日
12
月
12
日
○土
午
前
10
時　

■場
自
然
学
習
交

流
館
ほ
と
り
あ　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

■費
１
人
３
０
０
円　

■申
12
月
９
日
○水
ま
で
大

山
児
童
館
☎
38
‐
０
２
６
０
へ

星
と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・
ク
リ
ス
マ
ス
公
開

ぴ
っ
か
と
冬
の
お
ほ
し
さ
ま

■日
12
月
12
日
○土
・
13
日
○日
・
19
日
○土
午
前
10

時
・
11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分　

■対
庄
内

地
域
在
住
の
方
各
回
先
着
30
人　

■内
ク
リ
ス

マ
ス
の
歌
や
お
話
し
、
冬
の
星
空
解
説
な
ど　

■費
３
歳
以
上
…
１
０
０
円　

高
校
生
以
上
…

２
０
０
円　

■場
・
■問
12
月
１
日
○火
か
ら
中
央

公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
講
座 

家
族
み
ん
な
で 

絵
本
と
い
っ
し
ょ

■日
12
月
19
日
○土
午
後
２
時　

■対
大
人
先
着
20

人　

■師
図
書
館
本
館
館
長　

■場
・
■申
図
書
館

本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

南
部
児
童
館　

み
な
っ
く
る

▼
小
学
生
集
ま
れ
！
ボ
ッ
チ
ャ
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
！　

■日
12
月
12
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■対

小
学
生
先
着
10
人　

■内
ボ
ッ
チ
ャ
体
験　

■師

鶴
岡
市
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！　

■日
12
月
18
日

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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○金
午
前
10
時　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先

着
10
組　

■内
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う
！

▼
共
通　

■場
・
■申
12
月
１
日
○火
か
ら
同
館
☎

64
‐
１
９
０
０
へ

音
楽
を
通
し
て
、美
し
い
心
を
育
て
よ
う 

幼
児
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
12
月
13
日
○日　

■時
・
■
出
場
園　

午
前
9

時
30
分
…
栄
保
育
園
、
湯
田
川
保
育
園　

午

後
１
時
…
常
念
寺
保
育
園
、
民
田
保
育
園

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■内
器
楽
合
奏
、
和
太

鼓
・
鼓
隊
演
奏
、
リ
ズ
ム
身
体
表
現
、
リ
ト

ミ
ッ
ク　

■費
大
人
…
４
５
０
円　

中
学
生
以

下
…
無
料　

■申
栄
保
育
園
内
同
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
☎
29
‐
２
１
０
２

具
は
鱈
の
み
！
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
こ
だ
わ
り
の
寒
鱈
汁
を
味
わ
お
う
！

ひ
ろ
っ
ぴ
あ 

こ
ど
も
寒
鱈
ま
つ
り

■日
来
年
１
月
10
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

１
時
30
分　

■対
幼
児
〜
高
校
生
と
そ
の
保
護

者　

■費
前
売
り
券
２
５
０
円
（
12
月
５
日
○土

か
ら
同
館
へ
）　

■場
・
■問
同
館
☎
24
‐
４
６

０
８施

設
の
催
し

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ
ぱ
か
ら
の
手
紙
！
第
７

弾
〜
」　

■日
12
月
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
外
来
生
物
コ
ロ
ッ
ケ
バ
ー
ガ
ー
試
食
体
験　

講
座
・
講
習
会

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

12
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
飾
り
巻
き
寿
司
教
室　

■日
12
月
５
日
○土
午

後
１
時
30
分　

■費
２
、
０
０
０
円

▼
プ
ロ
も
習
う
花
蔵
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室
（
お
月
見
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）　

■日
12
月
６
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■費
２
、
５

０
０
円

▼
日
本
料
理
わ
た
な
べ　

美
味
し
い
日
本
料

理
教
室　

■日
12
月
12
日
○土
午
前
10
時　

■費
３
、

０
０
０
円

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室　

■日
12
月
19
日
○土
午
前
10

時
30
分　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
庄
内
風
雑
煮
餅
作
り　

■日
12
月
26
日
○土
午

前
10
時
30
分　

■費
１
、
２
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
12
月
１
日
○火
か
ら
ふ
じ
し

ま
市
場
た
わ
ら
や
☎
64
‐
３
０
９
３
へ

山
形
県
知
事
選
挙
立
候
補
届
出
予
定

者
説
明
会
及
び
出
納
責
任
者
説
明
会　

■日
12
月
８
日
○火
午
前
10
時　

■場
山
形
県
庁

（
山
形
市
）　

■内
来
年
１
月
24
日
○日
執
行
予

定
の
山
形
県
知
事
選
挙
に
関
す
る
説
明
会　

■問
山
形
県
選
挙
管
理
委
員
会
☎
０
２
３
‐
６

３
０
‐
２
０
８
１

出
羽
庄
内
国
際
村
の
講
座

■
国
際
理
解
講
座
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
サ
ロ
ン 

ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク

■日
12
月
５
日
○土
午
前
11
時
〜
午
後
２
時　

■費

寄
附
制
（
１
個
３
５
０
円
以
上
）　

■他
限
定

50
個

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
地
域
情
報
誌
か
ら
み

る
出
羽
庄
内
の
魅
力
〜
豊
か
な
自
然
、
食
、

文
化
〜
」　

■日
12
月
12
日
○土
午
後
１
時
30
分

■師
小
林
好
雄
氏
（
㈱
出
羽
庄
内
地
域
デ
ザ
イ

ン
代
表
取
締
役
）　

■費
５
０
０
円　

■他
要
予

約▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
松
ぼ
っ
く
り
で
バ
ー

ド
ケ
ー
キ
づ
く
り
」　

■日
12
月
20
日
○日
午
前

10
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■費
寄
附
制
（
１
個
１
０
０
円
以
上
）

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
薪
ス
ト
ー
ブ
で
焼
き

い
も
づ
く
り
！
」　

■日
12
月
20
日
○日
午
前
10

時
30
分
、
午
後
１
時　

■定
10
人　

■費
寄
附
制

（
１
個
１
５
０
円
）　

■他
要
予
約

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
編
物
サ
ー
ク
ル　

■日
12
月
８
日
○火
・
11
日

○金
・
15
日
○火
・
22
日
○火
・
25
日
○金
、
来
年
１

月
５
日
○火
・
12
日
○火
・
15
日
○金
・
19
日
○火
・

26
日
○火
・
29
日
○金
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
唄
を
楽
し
む
会　

■日
12
月
10
日
○木
・
11
日

○金
・
17
日
○木
・
18
日
○金
・
24
日
○木
・
25
日
○金
、

来
年
１
月
７
日
○木
・
８
日
○金
・
14
日
○木
・
15

日
○金
・
21
日
○木
、
22
日
○金
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

■日
12
月
16
日
○水
・
23

日
○水
、
来
年
１
月
６
日
○水
・
13
日
○水
・
20
日

○水
・
27
日
○水
午
前
９
時
10
分
・
10
時
40
分
、

12
月
17
日
○木
・
24
日
○木
、
来
年
１
月
７
日

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

○木
・
14
日
○木
・
21
日
○木
・
28
日
○木
午
前
10
時

▼
健
康
相
談　

■日
12
月
17
日
○木
・
24
日
○木
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

■師
舩
見
敬
造
氏

（
看
護
師
）

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６致

道
博
物
館

▼
鶴
岡
書
道
会
会
員
展　

■日
12
月
３
日
○木
〜

15
日
○火　

■内
流
派
を
超
え
て
活
動
す
る
書
道

団
体

▼
創
立
70
周
年
記
念
【
庄
内
の
考
古
・
民
俗
】

庄
内
探
求
モ
ノ
が
た
り　

■日
12
月
19
日
○土
〜

来
年
２
月
14
日
○日　

■内
庄
内
に
お
け
る
明
治

期
以
降
の
考
古
・
民
俗
研
究
を
展
望
す
る

▼
年
末
年
始
の
臨
時
休
館　

■日
12
月
28
日
○月

〜
来
年
１
月
４
日
○月

▼
共
通　

■費
大
人
…
８
０
０
円　

学
生
…
４

０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円　

■場
・

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
高
校
生
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
展
14　

■日
12

月
12
日
○土
〜
20
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■内
▽
展
示
…
華
道
、自
然
科
学
、合
唱
、書
道
、

文
芸
、
写
真
、
美
術
・
工
芸
、
羽
黒
高
校
Ｉ

Ｔ
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ　

▽
発
表

…
演
劇
（
12
日
○土
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３

時
45
分
）

▼
年
末
年
始
の
臨
時
休
館　

■日
12
月
28
日
○月

〜
来
年
１
月
４
日
○月　

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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HP
中
央
公
民
館 

女
性
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▼
短
期
講
座
「
旬
の
味
を
楽
し
む
冬
野
菜
料

理
」　

■日
来
年
１
月
14
日
○木
午
前
10
時
〜
午

後
１
時　

■定
先
着
15
人　

■師
渡
部
賢
氏
（
日

本
料
理
わ
た
な
べ
店
主
）　

▼
男
性
料
理
教
室
第
４
弾
「
プ
ロ
に
学
ぶ
う

ち
ご
は
ん
〜
洋
食
」　

■日
１
月
26
日
○火
午
前

10
時
〜
午
後
１
時　

■対
男
性
先
着
15
人　

■師

佐
藤
豊
氏
（
洋
食
専
門
調
理
師
）　

▼
共
通　

■対
市
内
、三
川
町
、庄
内
町
に
在
住

ま
た
は
勤
務
の
方　

■費
１
、
５
５
０
円　

■場

・
■申
12
月
４
日
○金
〜
23
日
○水
に
同
セ
ン
タ
ー

☎
24
‐
２
３
４
０
へ

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習 

成
人
に
対
す
る
心
肺
そ
生
法（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）

■日
来
年
１
月
17
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

０
時
30
分　

■場
消
防
本
部　

■定
20
人　

■申
12

月
20
日
○日
〜
来
年
１
月
10
日
○日
に
消
防
署
警

備
課
☎
22
‐
８
３
３
１
ま
た
は
消
防
各
分
署

へ　

■他
テ
キ
ス
ト
を
希
望
す
る
方
は
２
０
０

円
募
集
・
相
談
・
そ
の
他

鶴
岡
准
看
護
学
院 

令
和
３
年
度
学
生
募
集

■
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
者
（
来
年
３
月

卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）　

■
試
験
日　

来

年
１
月
14
日
○木　

■申
12
月
14
日
○月
〜
来
年
１

月
８
日
○金
に
同
院
☎
22
‐
６
４
１
３
へ

入
居
時
期
は
来
年
２
月
上
旬　
　
　

県
営
住
宅
12
月
募
集

■
募
集
住
宅　

▽
美
原
２
号
（
Ａ
）、
東
部

１
号
、
茅
原
２
号
（
Ｂ
）・（
Ｃ
）、
城
南
２

号
（
Ａ
）、
末
広
１
号
（
Ｂ
）
…
各
１
戸

▽
東
部
２
号
、
茅
原
１
号
、
城
南
１
号
（
Ａ
）、

末
広
２
号
（
Ａ
）・（
Ｂ
）・（
Ｃ
）
…
各
２
戸

■申
12
月
２
日
○水
〜
８
日
○火
に
県
営
住
宅
指
定

管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０
へ

テ
ー
マ
は
自
由
で
す　
　
　
　
　
　
　

「
上
野
甚
作
賞
」短
歌
作
品
募
集

■
応
募
資
格　

一
般
…
庄
内
地
域
に
在
住
の

方　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
…
市
内
在
住
ま

た
は
市
内
の
学
校
に
通
学
の
方　

■
応
募
要

領　

作
品
（
１
人
１
首
で
未
発
表
の
も
の
）・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
所
定
の
用
紙
に

楷
書
で
記
入　

■
賞　

秀
作
・
佳
作
・
奨
励

賞
を
各
数
首　

■申
来
年
１
月
６
日
○水
ま
で
図

書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

個
人
事
業
主
、
小
規
模
事
業

者
の
た
め
の
債
務
相
談
会

■日
12
月
11
日
○金
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

■場

鶴
岡
商
工
会
議
所　

■申
山
形
財
務
事
務
所
理

財
課
☎
０
２
３
‐
６
４
１
‐
５
２
０
１

子
供
の
発
達
に
関
す
る
悩
み

を
ご
相
談
く
だ
さ
い

■日
来
年
３
月
末
日
ま
で　

■内
子
供
の
成
長
歴

や
個
性
、
必
要
な
配
慮
な
ど
を
記
し
た
「
や

ま
が
た
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
」
の
書
き
方
、

▼
ス
ペ
イ
ン
語　

■日
ア
ブ
レ
モ
ス
・
エ
ス
パ

ニ
ョ
ー
ル
（
☆
）
…
土
曜
日
午
後
３
時

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館　

■他（
☆
）
は
フ
リ

ー
ト
ー
ク
型
講
座
・
チ
ケ
ッ
ト
制
（
５
回
券

２
、
５
０
０
円
、
10
回
券
４
、
５
０
０
円
）。

（
☆
）
を
除
き
各
講
座
３
人
以
上
で
開
講

郷
土
史
講
座　
「
庄
内
に
お
け
る
焼
畑
記
録
の

発
見
と
そ
の
解
釈
ー
検
地
帳
を
糸
口
に
ー
」

■日
12
月
12
日
○土
午
後
２
時　

■場
図
書
館
本
館

■定
40
人　

■師
渡
辺
理
絵
氏
（
山
大
農
学
部
准

教
授
）　

■申
郷
土
資
料
館
☎
25
‐
５
０
１
４

公
益
大
大
学
院
特
別
講
座 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
考
え
る
こ
れ
か
ら
の
社
会
と
公
益

■日
12
月
14
日
○月
午
後
６
時
30
分　

■場
同
大
学

院　

■定
来
場
…
20
人　

オ
ン
ラ
イ
ン
…
30
人

■内「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」に
選
定
さ
れ
た
鶴

岡
市
の
魅
力
と
目
指
す
姿
に
つ
い
て
講
演
と

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

■費
１
、
５
０
０
円　

■申
同
大
学
院
事
務
室
☎
29
‐
０
５
５
５

よ
れ
っ
ち
ゃ
・
ば
ば
ご
っ
つ
ぉ
ク
ラ
ブ 

郷
土
食
い
と
こ
煮
と
し
ろ
も
ち
を
作
ろ
う

■日
12
月
23
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■定
５
人

■費
１
０
０
円　

■場
・
■申
大
網
地
区
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
内
「
よ
れ
っ
ち
ゃ
」
☎
54
‐
６
５

４
６庄

内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
職
業
能
力
開
発
講
座 

品
質
管
理
﹇
実
践
﹈
講
座

■日
来
年
１
月
13
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分　

■定
20
人　

■費
５
、
０
０
０
円　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０　

■他

　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

■日
12
月
６
日
○日
午
後
７
時　

■
ス
ピ
ー
カ
ー

コ
ル
ト
ン
・
ウ
ェ
ッ
ツ
ェ
ル
氏
（
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
出
身
）　

■費
飲
物
代　

■場
・
■申
出
羽

庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０

■
外
国
語
講
座
（
第
３
期
）

▼
中
国
語　

■日
・
■費
▽
入
門
…
来
年
１
月

７
日
〜
３
月
18
日
の
木
曜
日
午
後
７
時

（
全
10
回
）・
１
万
３
、
０
０
０
円　

▽
初
級

…
１
月
８
日
〜
３
月
12
日
の
金
曜
日
午
後
７

時
（
全
10
回
）・
１
万
３
、
０
０
０
円　

▽

中
級
…
１
月
９
日
〜
３
月
13
日
の
土
曜
日
午

後
１
時
30
分
（
全
10
回
）・
１
万
３
、
０
０

０
円　

▽
朋
友

好
！
（
☆
）
…
木
曜
日
午

後
７
時
、
土
曜
日
午
後
３
時
30
分

▼
英
語　

■日
・
■費
▽
初
心
者
英
会
話
…
１
月

７
日
〜
３
月
18
日
の
木
曜
日
午
後
７
時
（
全

10
回
）・
１
万
３
、
０
０
０
円　

▽
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
中
級
英
語
…
１
月
14
日
〜
３
月
11
日

の
木
曜
日
午
後
７
時
（
全
８
回
）・
１
万
４

０
０
円　

▽
か
ん
ば
せ
ー
し
ょ
ん
喫
茶
店

（
☆
）
…
木
曜
日
午
後
７
時
、
土
曜
日
午
前

11
時
30
分

▼
韓
国
語　

■日
・
■費
▽
入
門
…
１
月
13
日
〜

３
月
17
日
の
水
曜
日
午
後
７
時
（
全
10
回
）・

１
万
３
、
０
０
０
円　

▽
初
級
…
来
年
１
月

５
日
〜
３
月
16
日
の
火
曜
日
午
後
７
時
30
分

（
全
10
回
）・
１
万
３
、
０
０
０
円　

▽
韓
国

と
の
出
会
い
（
☆
）
…
土
曜
日
午
後
１
時

▼
ド
イ
ツ
語　

■日
・
■費
始
め
よ
う
ド
イ
ツ
語

講
座
（
入
門
）
…
１
月
19
日
〜
３
月
16
日
の

火
曜
日
午
後
７
時
30
分
（
全
９
回
）・
１
万
１
、

７
０
０
円

▼
フ
ラ
ン
ス
語　

■日
ル
・
サ
ロ
ン
（
☆
）
…

木
曜
日
午
後
７
時
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済
に
未
加
入
で
の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
。　

　

四
輪
車
の
ほ
か
、
特
に
車
検
制
度
の
な
い

２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
も
、
有
効
期
限
切

れ
、
掛
け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
東
北
運
輸
局
山
形
運
輸
支
局
☎
０
２
３
‐

６
８
６
‐
４
７
１
１　

■他
HP

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
」 

義
援
金
に
ご
協
力
を

■
受
付
期
間　

12
月
１
日
○火
〜
25
日
○金　

■

受
付
窓
口　

本
所
ロ
ビ
ー
、
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課　

■
取
次
機
関　

郵
便
局
、
取
扱

い
表
示
の
あ
る
各
金
融
機
関
、
農
協
、
漁
協　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２

市
役
所
周
辺
の
社
会
教
育
関
連
施
設 

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

■日
12
月
29
日
○火
〜
来
年
１
月
３
日
○日　

■対
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡
、
藤
沢
周
平
記
念
館
、
旧
致

道
館
、
大
宝
館　

■問
各
館
ま
た
は
社
会
教
育

課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
７
へ

冬
期
間
の
安
全
確
保
と
効
率
的
な
除
雪
作
業
の
た
め

踏
切
道
全
面
通
行
止
め
を
行
い
ま
す

■
通
行
止
め
踏
切
名
・
期
間　

鶴
岡
地
域
…

佐
渡
川
、沢
田
、観
音
、古
新
田（
12
月
１
日
○火

〜
来
年
３
月
３
日
○水
）　

藤
島
地
域
…
幕
ノ

内
、
第
一
渡
前
（
12
月
２
日
○水
〜
来
年
３
月

４
日
○木
）　

■問  

Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
酒
田
保
線
技

術
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
４
‐
22
‐
０
０
８
９

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問 

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
実
施
地
区　

西
新
斎
町
９
番
・
10
番
・
12

番
〜
16
番
地　

■
調
査
時
期　

準
備
調
査
…

12
月　

本
調
査
…
来
年
２
月
か
ら
１
年
間

■問
山
形
県
統
計
企
画
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０

‐
２
１
８
７

同
一
労
働
同
一
賃
金
へ
の
対

応
は
お
済
で
す
か
？

　

大
企
業
は
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
、
中

小
企
業
は
来
年
４
月
１
日
か
ら
、
正
社
員
と

非
正
規
雇
用
労
働
者
（
短
時
間
労
働
者
・
有

期
雇
用
労
働
者
）
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差

の
解
消（
い
わ
ゆ
る「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」）

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

■問
山
形
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
☎
０
２

３
‐
６
２
４
‐
８
２
２
８

（
仮
称
）
三
瀬
矢
引
風
力
発
電
事
業 

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧

　

ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
エ
ナ
ジ

ー
㈱
で
は
、
三
瀬
及
び
矢
引
周
辺
で
風
力
発

電
所
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
設
置
に

先
立
ち
、
環
境
影
響
評
価
の
調
査
方
法
等
を

記
載
し
た
環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧
、

意
見
書
の
提
出
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
縦
覧
期
間　

12
月
１
日
○火
〜
来
年
１
月
６

日
○水　

■
縦
覧
場
所　

本
所
環
境
課
、
図
書

館
本
館
、
三
瀬
・
由
良
・
上
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

■
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
ご
意
見
等
を
ご
記
入
の
上
、
縦

覧
場
所
に
設
置
の
意
見
箱
に
投
か
ん
ま
た
は

問
合
せ
先
に
郵
送
で
提
出　

■問
同
社
☎
03
‐

６
４
５
５
‐
４
９
０
０　

■他
12
月
12
日
○土

午
前
10
時
30
分
か
ら
説
明
会
を
開
催
（
■場
マ

リ
カ
）。
市
HP

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
に
よ
る
家
庭
支
援
等　

■場
・
■問
親
子
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
メ
グ

シ
ィ
☎
23
‐
３
５
８
３

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・ 

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

■日
12
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
、
来
年

１
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
の
金
曜
日

午
後
１
時
15
分
・
２
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■定
各
日
２
人　

■内
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

…
眠
れ
な
い
日
が
続
く
、
気
分
が
沈
ん
で
元

気
が
な
い
等　

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談
…
社

会
参
加
で
き
な
い
、
家
か
ら
出
な
い
等　

■申

健
康
課
☎
内
線
３
６
４

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決 

住
宅
相
談
会

■日
・
■場
12
月
23
日
○水
…
市
役
所
本
所
４
階
ロ

ビ
ー　

来
年
１
月
27
日
○水
…
市
役
所
本
所
別

棟
24
号
会
議
室　

■時
午
前
10
時
〜
11
時　

■内

住
宅
新
築
・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
の
相
談
、
高
齢
者
減
災
ア
ド

バ
イ
ス
等　

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４

市
内
、三
川
町
、庄
内
町
に
在
住
等
の
方
が
対
象

債
務
・
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■日
12
月
26
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■定

先
着
12
人　

■場
・
■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支

店
☎
22
‐
３
１
４
７

予
約
時
に
住
所
・
相
談
内
容
等
を
伺
い
ま
す 

確
定
申
告
会
場
開
設
前
の
相
談

　

今
年
度
に
限
り
、
来
年
１
月
以
降
の
確
定

申
告
会
場
開
設
ま
で
の
間
、
申
告
に
つ
い
て

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

■申
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４
０
１

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効
期

限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動
車

事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と

し
て
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
全
て
の
自

動
車
に
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
で
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
自
賠
責
保
険
・
共

●酒田市
■日・■場12月５日○土・６日○日・19日○土・20
日○日…本間美術館　12日○土・13日○日…山
居倉庫　■時午後１時30分～３時　■内市内
のフォトスポットに酒田舞娘が登場します。
ふだん見ることのできない、湊町風情の中
の酒田舞娘を撮影できます　■問酒田市交流
観光課☎0234‐26‐5759

湊町風情「酒田舞娘道中」

●庄内町
■日12月12日○土～25日○金午前９時～午後６
時（土曜・日曜日は午後５時まで、月曜日
休館）　■場同館、内藤秀因水彩画記念館　
■内本の詰め合わせ in Xmas、名探偵とし
ょかんクイズ！、ポップコーンのたのしい
Xmasおはなし会（■日12日○土）、リサイク
ル資料頒布会（■日20日○日）　■問庄内町立図
書館☎0234‐43‐3039　■他HP

庄内町立図書館 
Xmasブックウィーク

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

●遊佐町 鳥海山おもしろ自然塾 恒例「年越し」そば打ち体験
■日12月20日○日 午前10時30分～午後０時
30分　■定先着７人　■内ひきたての金俣そ
ば粉で４人前のそばを打つ（１人前を試食
し３人前を持ち帰り）　■費2,000円　■場・
■申12月14日○月まで「鳥海山おもしろ自然塾
推進協議会」事務局☎0234 ｰ 72 ｰ 2069へ
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線317

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
と
は
？

　
最
近
、「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
と
い
う

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
詳
し
く

教
え
て
く
だ
さ
い
。

暖
房
の
過
度
な
使
用
を
控
え
る
、

冬
の
地
球
温
暖
化
対
策
で
す

　

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
は
、
暖
房
利
用
に
よ

り
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
し
、

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
取
り
組
み
で

す
。
暖
房
利
用
時
の
室
温
設
定
を
20
度

（
目
安
）
に
し
て
、
快
適
に
過
ご
す
暮

ら
し
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
夏
よ
り
も

冬
の
方
が
、
冷
暖
房
利
用
時
の
節
電
効

果
は
大
き
く
、
電
気
代
を
効
果
的
に
節

約
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

◆
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
ポ
イ
ン
ト
　

　
今
ま
で
の
生
活
を
少
し
見
直
す
だ
け

で
実
践
で
き
ま
す
！

▽
ポ
イ
ン
ト
①
：【
衣
】　

　

レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
な
ど
を
活
用
し
、

太
い
血
管
の
あ
る
三
つ
の
首
（
首
、
手

首
、
足
首
）
を
重
点
的
に
温
め
る
こ
と

で
体
全
体
が
温
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
薄

Ａ Q

、

仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介します。

―みんなが楽しめるスキー場に

　　　丸
まる

山
やま

 淳
じゅん

 さん

　鶴岡に来て8年がたち、「来て良かった」という
思いが年々増しています。四季がはっきりしていて、
春夏秋冬、それぞれ違った楽しみがあるのが、１番
良いところですね。　
　ハーフパイプを整備する仕事を始めて25年になり
ます。日本のスノーボード選手の競技力は世界的に
も高いですが、斜面の作り手側はまだまだ少なく、
選手の練習環境は十分とは言えません。今は技術を
磨くために海外に練習に行くことが当たり前になっ
ていますが、いずれは自分が整備した環境から、世
界で活躍する選手が育ってほしいです。
　ゲレンデづくりでは初心者から上級者まで、みん

なが楽しめることを意識しています。湯殿山スキー
場の一番の魅力は、全国的にも珍しい、「パウダース
ノー」と「スノーパーク※」をどちらも楽しめるとこ
ろです。また、ゲレンデの地形を生かして造った小さ
な起伏は、初心者でも楽しめると喜ばれています。
　鶴岡は雪深いので、住んでいると雪かきなどの大
変なことも多いです。「雪が嫌い」という人もいる
と思いますが、ウインタースポーツを通して、雪を、
冬を満喫してもらい、鶴岡の良さを感じてほしいで
す。地域の方に気軽に足を運んでもらい、鶴岡から
ウインタースポーツを盛り上げていきたいですね。

ハーフパイプメイカー

　東京都檜原村出身の丸山さんは、お子さんの誕生をき
っかけに、平成24年、奥様の故郷の鶴岡に移住しました。　
　現在は農家として米作りをしながら、冬は湯殿山スキ
ー場を中心にハーフパイプ（雪面を半円筒に削ったスキ
ー場の斜面）を整備するハーフパイプメイカーとして活
躍しています。業界では知らない人がいないほどの有名
人で、海外から整備を頼まれることもあるそうです。

↑丸山さんが整備したハーフパイプ。斜度と左右の壁を
利用し、空中でジャンプやスピン等の技を繰り出します

※ 雪で造るジャンプ台等を設置した、人工的な遊び場。
　普通の滑走ではできない爽快な体験が楽しめる。
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く
、
軽
く
、
保
温
性
の
あ
る
機
能
性
素

材
の
T
シ
ャ
ツ
や
靴
下
な
ど
を
活
用
し
、

体
幹
を
温
め
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

▽
ポ
イ
ン
ト
②
：【
食
】

　
根
菜
類
や
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
を
食
べ
て

体
を
内
側
か
ら
温
め
ま
し
ょ
う
。
お
薦

め
は
「
鍋
」
で
す
。
鍋
の
湯
気
に
よ
る

加
湿
効
果
で
体
感
温
度
も
上
が
り
、
体

を
内
と
外
か
ら
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
ポ
イ
ン
ト
③
：【
住
】　

　

温
度
計
や
湿
度
計
で
、
室
内
環
境
を

確
認
し
、
冷
え
に
よ
る
体
調
不
良
に
も

気
を
付
け
な
が
ら
、
無
駄
な
暖
房
使
用

を
控
え
ま
し
ょ
う
。
暖
房
を
効
率
的
に

使
用
す
る
に
は
、
１
回
暖
め
た
空
気
を

外
に
出
さ
な
い
工
夫
が
重
要
で
す
。
建

物
全
体
の
熱
の
約
50
％
は
窓
か
ら
流
出

す
る
た
め
、
複
層
ガ
ラ
ス
や
厚
手
の
カ

ー
テ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
熱

を
逃
が
し
に
く
く
で
き
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
湯
た
ん
ぽ
や
毛
足
の
長
い
ス

リ
ッ
パ
な
ど
の
道
具
・
小
物
を
効
果
的

に
使
う
こ
と
で
、
暖
房
に
頼
り
過
ぎ
な

い
工
夫
も
で
き
ま
す
。　

◆
十
分
な
感
染
症
対
策
が
第
一
　

　

こ
ま
め
に
換
気
す
る
、
食
事
の
際
は

直
箸
を
避
け
、
小
皿
に
取
り
分
け
る
等
、

感
染
症
対
策
も
併
せ
て
し
ま
し
ょ
う
。

◆
気
軽
に
始
め
て
み
よ
う
！

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
家
庭
や
職

場
で
簡
単
に
取
り
組
め
る

ウ
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献血　12/4 ～ 1/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課☎内線361

月　日 受付時間 会　場
12．9○水   9：30～ 11：30 ＪＡ鶴岡本所

〃 13：30 ～ 15：30 ＪＡ鶴岡農機自動車中央センター
10○木   9：30 ～ 11：30 市役所藤島庁舎
〃 13：30 ～ 15：30 ＪＡ庄内たがわ本所
12○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30 ～16：00 　　　   〃
28○月   9：30～ 11：30 市役所本所
〃 13：00 ～ 15：30 　   〃

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等）

鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00新型コロナウイルス感染症に関する相談
（ 生 活 支 援 ･ 経 営 支 援 等 ）
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎内線151
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　12/4 ～ 1/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 ８日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 25日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎内線218 15日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
朝日庁舎総務企画課☎内線303 15日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎内線313 24日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 17日○木14：00～16：00・市役所本所
交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 11日○金13：30～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 12日○土   9：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　8/4 ～ 9/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課☎内線361

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ② 13：00～15：00

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線361

　　　 受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください！
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■問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

出演
【ONE-MAN  TALK  SHOW】
芸人がその身一つで舞台に立ち、たった一人で繰り広げるスタンダッ
プトークショー。出演者は近日公開！
【ロング即興ショー】
修士（２丁拳銃）、宮平（セブンbyセブン）、森本（ニブンノゴ！）、
大川（ニブンノゴ！）、山本（ロバート）、林（かたつむり）
【ショート即興ショー】
大地（ダイノジ）、きょん（ラフレクラン）、松浦（スパイク・鶴岡出身）、
小川（スパイク）、ジャンボたかお（レインボー）、池田（レインボー）
※都合により、出演者が変更になる場合があります。

SHHHOWOWOWOOW】】】】】】】】】】

あなたの参加がショーを創りあげます。
一夜限りのプレミアムショーをお見逃しなく！

新型コロナウイルス感染拡大防止対策
を徹底し、公演を開催します。

延期
公演

来年１月31日（日）開演：午後１時30分 荘銀タクト鶴岡 大ホール

タクトストリートピアノがスタートしました！
　荘銀タクト鶴岡のエントランスに、平成27年に閉校した
山戸小学校で使っていたグランドピアノがやって来ました。
　開館時間（午前９時～午後７時）であれば、どなたでも自
由に弾くことができますので、どうぞご利用ください。
※ 当日の貸館イベントによっては利用できない日もあります。 ぴあのくん

タクトでピアノ弾きませんか　
♪♪♪

　荘銀タクト鶴岡では、新たな市民サポーターとして「アーティスト部門」に登録
していただける方を募集します。
　地元をメインに音楽・芸術活動をしている学生や、音楽・アートを愛する皆さん、
音楽やアートを通じていろんな人とつながってみませんか。

市民サポーター　　　　　　　　　登録者を募集します

■主な活動内容　荘銀タクト鶴岡主催イベントや公式YouTubeチャンネルの動画への出演（楽
器演奏、歌、演劇、ダンス、舞台裏方・制作など）
■応募方法　 同館に直接おいでいただくか、または電子メールでsupport@tact-tsuruoka.jpへ。
メールで応募の場合は、件名を「市民サポーター（アーティスト部門）登録の応募について」とし、
氏名・住所・電話番号・年齢・応募理由・プロフィール（過去の活動内容など）を記載してください。

チケット料金
≪一般≫5,800円　
≪学生≫3,000円（要学生証／25歳以下）
※当日券は各500円増し。
※ 未就学児は入場不可。託児サービスあり
（先着順。チケット購入確定後に申込み）。

チケット好評販売中！
購入方法など詳細は、同館へお
問い合わせいただくか、同館ホ
ームページでご確認ください

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（令和２年10月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：124,239人
　　 （男：59,439人、女：64,800人）
　世帯数：49,252世帯

↑メールは
　こちらから

↑ ホームページは
こちらから

↑ フェイスブックは
こちらから
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